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NECな らで は の コ ンピュー タ とコ ミュ ニ ケー

シ ョンの 融 合 に よる《C&C》 の 実 績 を もとに 、

新 しい 分 散 処 理 時 代 の ご 要 望 にお 応 えしま七

●分散処理の要求 を先取りした汎用コンピュータ《ACOS『

フルラインシステム》

○分散事務処理時代を創る「先生つき対話型日本語処理」

《オフィスコンピュータファミリー》
●分散処理専用コンピュータのエース 《N4700分 散処理

システム》

●分散処理、通信制御 、産業制御 のマルチサービスを実

現 する《MSコ ンピュータ》

●分散処理時代に最適で豊富な《汎用・業種別ターミナル〉

●新情報処理ネットワーク体系《DINA》を構成 する《ネソト

ワーク構成機器》

ZVEC]ン ピ ュー」T

日本電気株式会社
お問 合 せは:

情 報処 理 ・宣伝TEL(03)454・lll|(大 代表)
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OKITACsystem9漢 字シリーズがあれば、まるて何人もの戦力を得た心強さ。

明朝体の漢字やカナ文字で鮮明に高速印字、

膨大な業務もテキパキと処理。

その働きぶりは、まさにL騎 当千」の如し。

読み易 い漢字だか ら、入 力ミスや判読 ミス

を見 事 に解消。各 種 伝票 の発 行 も、報 告

書や集 計表の作成 も一層 スムーズに。

OKITACsystem9漢 字シリーズに頂 いた

皆 様の声で す。

漢字システム

``

'

●お問 合せ は一 沖 電 気工 業 株 式 会 社 オフィスコンピュータa*tr(03)454-2111(代)ま たは最 寄 の支 店 ・営 業 所 ・販 売 店 まで



マイクロプロセッサ
システムアナライザ
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Z-80、8080、8085、6800の 本 格 的 な 開 発 支 援 装 置 を

■恒久的な開発支援をお約束します

汎用マイクロプ ロセ ッサ 開発支援装置の最大のメリットであ る

選択の自由度や、新 しいプロセ ッサへの移行な ど、切換時点で

ソフ トウエアデ ィスケッ トとエ ミュレータユニ ットを交換す る

だけで対応でき、専用機 にくらべ、 はるかに経済的です。

■ リアル タイム トレース で複 雑 な全 ての 動 作 を掌 握 します

32ビ ット×1024ワ ー ドの トレー ス専用メモ リを持 ち、6種 類の

トレー ス トリガ条件が、ブレークポイン トとは独立 して設定で

きます。必ず しもデバ ッグシーケンスの途中で発生 しないよう

な異常な動作 も、確実 にとらえることがで きます。

こ検 討の方へ!
フォス

■FOS-II(フ ロッピーディスクオペレーティングシステム)

による、強力なサポートソフトウェア

■64KBの エ ミュレーーシsンRAM

(標準 実装)の 全 てを開放 します

ユーザエ リア として、使用上の制約は一切あ りません。256個

の1/Oポ ー ト空間 も同様 に開放 され、疑似データ作成機能 とあ

わせて、1/Oが 未完成 な段階でのプ ログ ラムデバ ッグに、大 き

な威力を発揮 します。

★in-llは、(財)日本伐陣欧g里開発協会による「マイコン振興助成のための事業委

託節臓U第」号の補助金を受けて開発したものをベースに、商品化されました。

★詳細な資料を用意しています。右記までお憩い合わせください.

FOS-Ilは 、システムアナ ライザin-IIの ために開発 された強力

な開発支援用 ソフ トウエアです。一般 的なFDOSに 比べて、特

に強化 されたデバ ッグモニタが搭載されてい ます。

■ ユ ニバ ーサ ル タイ プのPROMプ ログラマ

(27i6/2732/2532)

特定のデバイスに限定されず、EPROMの 全品種をサポートで

きます。ディスクファイルまたは周辺装置から、効率的なプロ

グラミングが可能です。

単体のPROMラ 。ログラマ としても充分通用する各種のチェック

穣能を備えた、信頼性の高いプログラムユニットです。

■ プログラム開発か らsエ ミュレーシmン 、PReM

プログラ ミングまで、一貫 した作 業が府 えます

この種の装置 は、一つのプロジェク トが始 まると、 とか く排他

的存Rに な りが ちですが、in-fiは汎用計測器 なみのお求めやす

い価格です。 ・ 本体価格190万 円

SYSTEMANALYZER
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マ イコ ン シス テ ム技 術 の デパ ー ト
"コ ア グル ー プ"

マ イコ ンの ことな ら、なんで もコ ンサル タ ン トします

コア グル ー プ の マ イ コ ン応 用 技 術 は 、 あ らゆ る分 野 で 多年 の蓄 積 を も ち 、実 績 と信 頼 を基 にユ ーザ

が 真 に求 め る シス テ ム を提 供 し 、本 格 的 な シ ス テ ム ハ ウ ス と して ハ ー ドとソ フ トを一 体 化 した応 用

シ ス テ ム の 開 発 を担 い ます 。

コア グル ー プ は 、 東 京 ・大 阪 ・広 島 に拠 点 を も ち全 国 ネ ッ トで ユ ー ザ に サ ー ビスす る体 制 を整 え て

い ます 。

、

●マ イ コ ン シ ス テ ム 開 発

4ビ ッ ト(ワ ンチ ッ プマ イ コ ン)

8ビ ッ ト、16ビ ッ トマ イ コ ン 応 用

シ ステ ム の ソ フ ト、ハ ー ドの 開 発

●マ イ コ ン シ ス テ ム 販 売

EC社LSI-11、11/2、11/23

TM99/04他

MCO社Z-2H

ぐ ス テ ム 開 発 ツ ー ル 販 売

ソフ ト

ル

コ ンサル タン ト

、

シ ステ ムハ ウ ス

コアデ ジ タル㈱/東 京都 渋 谷 区渋 谷3-26-20ミ ツウ ロ コピ ルeO3(407)6581㈹

大 阪 コア㈱/大 阪市 東 区淡 路町3-37富 山 化学 ピルaO6(222)6581㈹

西 日本 コン ピュ ー ター シ ステ ム㈱/広 島 市横 川 町2-5-9ttO822(91)5722㈹

ソ フ トハ ウス シ ン ク タン ク

㈱ シ ステ ム コア ㈱ デ ンケ イ ㈱ 応 用 シ ステ ム研 究所 西 日本 シ ン クタ ン ク㈱



●JSDは ソ フ トウ ェア の

共 同 事 業 体 で す。
・」5Dは 、ソフ トウェア関連業 界の中核17社 と長信3行 、都銀10行 の

出資に よって設立 されたシステム開発の共同事業体です。

・tSDは 、中核17社 にその グループ企業107社 を加 えた124社 によって

強 力に支 えられ ています。

・」5Dは 、これら経験豊かな参加企業の英知 と技術 を結集 して高度の

情報 システムの開発 を進めてい ます。

● 中核17社

インテック

コンピュータアプ リケーションズ

テイーディー シー

日本 コンピューター ・システム

日本 電気 ソフトウェア

日本 ビジネスオートメー ジョン

野村 コンピュータ システム

三井 情 報 開 発

メルコム ・オキタ ックシステムズ

構造計 画研究所

センチュリリサーチセンタ

サ イコム

日本タイムシェア

日本電子 開発

日本ビジネスコンサルタント

エ フ ・アイ ・ピー

三菱総合研 究所

●参加企業総数124社

」5D酬え蒜 台鷲縮 諄き嶽
〒105東 京 都 港 区 虎 ノ門2-8-IO第15森 ビルTEL(503)4981(代)
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「清 廉 潔 白」と い う こ と

(財)日本情報処理開発協会専務理事

手 島 篤 二

過日,城 山三郎著 「男子の本懐」なる本を読む

機会を得た。長編書下 し風の読み易いこともあっ

て,土 日の二日で一気に読み了えた次第であった。

ベス トセラーの一つに数えられたこともあるよ

うなので既に読まれた方々も多いことと思われる

が,昭 和の初め,高 知出身の 「静」の浜 口雄幸首

相と大分出身の 「動」の井上準之助蔵相 とが性格

はまるで正反対であ り乍ら,肝 胆相照 した絶対の

信頼と協力の下に,絶 妙のコンビネーションによ

って文字通 り生命をかけて金解禁と取組み,最 後

には二人 とも兇弾に携れる政治家及び経済人とし

ての生涯には,読 む人の心に強い感動を与えずに

は措かないであろ うと思われる。

その感動を与える所以のものは,二 人置共通す

る 「堅い信念」とそれをや りとげる 「実行力」 と

更に加えて身辺の 「清廉潔白」とが挙げられるの

ではなかろうか。

今を去 る60有余年の昔,第 一次欧州大戦によっ

て一時的に好況を迎えたわが国経済 もその終了に

よってインフレを招来 し,而 も関東大震災とい う

未曾有の首都壊滅とい う大災害も重 って,昭 和年

代に入るや財政臓逼迫 し○失業者は増加 し,円 の

価値は下落 していわば瀕死の重症状態ともいえる

事態に立至 ったことは,け だ し想像するにかた く

ない所である。

従って,こ の状態を克服せんがためにはまず財

政をきりつめてインフレを抑え,・円の価値を回復

飾



して金解禁を実施 し,海 外 との貿易の振興および

為替の安定によって,わ が国経済の立直 しを図ろ

うとしたのが浜口総裁の率いる民政党の政策であ

った。

これがため,軍 備の縮少,行 政機構の改革,徹

底的な予算の削減を次々と実行に移 してゆく姿は

まことにすさまじい限 りで,浜 口首相,井 上蔵相

のコンビならぽこそと,ただ息をのむ詐 りで,ま た

国会における与野党の論議も真剣そのものであっ

た様子には深 く感動させ られた次第である。

◇

お二人が兇弾に覧れ られてか ら50年余 りを経た

今日,満州事変,日華事変,更 に第二次世界大戦に

より敗戦を迎えたわが国も,奇 蹟 と思われる許 り

の経済の復興をなしとげ,今 や世界有数の経済大

国と言われるまでに成長をとげた の で は あ った

が,た び重なる石油価格の上昇により,わ が国経

済はまさに多難な前途を迎えようとしている。

即ちOPECの 相次 ぐ石油価格の値上げと高度

成長の残 したひずみ とはわが国財政の逼迫を招 く

とともに,イ ンフレの懸念をますます色濃いもの

にしようとしている。幸い雇用については小康状

態にあるとは言え,円 相場は一進⊥退を くり返 し

必ず しも前途は楽観を許せない事態 と言えよう。

勿論,昭 和の初期と今日とでは世界の政治経済

の情勢は申すに及ばず,わ が国の政治経済情勢を

始めこれ らに対する国民の意識や関心度と言 った

3

点において当時とは格段の差がある今 日であるか

ら,対 応の仕方如何によってはさしたる波乱 もな

く乗 り切ってゆけるであろ うと期待もし,ま た途

をきり拓いてゆかな くてはならないのであるが,

一歩その対応を誤まれぽ経済の混乱と政治情勢 と

に重大な影響を与えかねない昨今の難かしい情勢

にあることは皆ひとしく感じている処であろ うと

思われる。

然し乍 ら醗 って昨今の新聞紙上に現われる忌ま

しい事件のかずかずは真に腹立た しいことの如何

に多いことかと歎かわ しく思 うのは私一人ではあ

るまい。

国民の指標ともなるべき政治家,実 業家,更 に

公務員にいたるまでが私利私欲に走 り,国 民のひ

んしゅくをかっている昨今のわが国の姿は慨歎に

たえないと言わざるを得ない。

「我々は堅い信念に基いて行動したのであって

いささか もやましい処はない」と言訳をす るのが

彼等の常であるが,い かに確固たる信念とすぼや

い行動力があったとしても,そ こに些かな りとも

「私心」があった とすれぽ何れは世の指弾を受ける

こととなることは過去の歴史の示す処であって,

「清廉潔 白」に裏づけられて始めてその信念と行

動 とが世の評価を うけることになることを指導者

たるものは心に銘記すぺきであろうと思われる。

「男子の本懐」を読んで改めて身のひきしまる

のを覚えた次第である。
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昭 和55年 度

予算にみる情報処理振興施策

㊧ 通商産業省

② 郵 政 省

● 行政管理庁

修昭和55年 度予算の中から,情 報処理振興関

係の重点施策に絞 って関係省庁に取材 し,ま

とめてみた。

改めてい うまでもなく電子計算機産業は,省 資

源,省 エネルギー,技 術先端型の知識集約型産業

の典型 として,`わが国産業構造の高度化を担 う代

表的な戦略産業 として日を追 うて期待を高めてい

る。これまで,通 産省の情報処理振興施策は,そ

の時代時代の経済的諸情勢 と情報処理産業の実情

に応じて積極的に展開されてきたことは周知のと

お りだが,昭 和55年 度においても,冒 頭の基本認

識に立って,例 年同様の積極策となっている。

次世代OS・ 光通信が目玉

現在,情 報産業の振興および情報化の促進策は

①ハードウエアの振興,② ソフトウエアの振興,

③システム開発の促進,④ 情報化の基盤整備の4

本を柱に した体系的施策構造を形成しており,具

体的施策は,予 算(補 助金等),財 政投融資,税

制等か ら成っている。

55年 度施策を見 ると,基 本的には従来施策の継

続 ・拡大が基調になっているものの,① 次世代汎

用 コンピュータの基本技術(電 子計算 機 用 基 本

技術開発促進費補助金:〈1>基 本ソフ トウエ ア

{OS}技 術,〈2>新 周辺端末装置技術)の 開発促

進,② 未来の通信技術である光応用計測制御シス

テムが大きな目玉になっている。

コンピュータ産業が,代 表的戦略産業であるこ

とは論をまたない。とはいえ,世 界的に見れば,

わが国においても最大のシエァを有するIBM社

が60%の シェアを占めており,こ こから生じる巨

額の研究開発費によって,常 に世代革新のリーダ

ーシップをとっているという特殊環境下にあるこ

とも変 りない。わが国がアメリカに次ぐコンピュ

ータ国といっても,メ ーカー各社の合計シエァで

も5%位 にしかならないのである。

こうした状況下にありなが ら,IBM社 は,超

LSIを 一部実装し,価 格性能比を飛躍的に向上

させた次期システムを発表しつつあり,そ の全貌

が,明 らかにされつつある。



いま,世 界の技術は,確 実に新 しい時代を迎えつ

つある。いよい よ第4世 代に突入するわけだが,

この世代のハー ドウエアの中核にな る のは 超L

SIだ 。わが国でも,51年 度から補助金を得て開

発に取 り組んでお り,54年 度をもって一・応,当 初

の予定 どお りの研究開発を実現させている。 しか

し,第4世 代では,ハ ー ドウエアだけでなく,ソ フ

トウエアや周辺端末装置においても,こ れまでに

ない極めて画期的な新機能が要求されている。

ソフトウエア技術については,従 来から外国と

の格差が大きい分野 といわれてきた。第4世 代を

迎えるに当って,制 御プログラム,超 高級言語処

理技術等における先進的技術開発は不可欠であ り

周辺端末装置技術の分野でも,日 本人にとって利

用 しやすい 日本語による処理の可能な機器,技 術

の開発が強 く望まれている。このような客観状況

を考えれば,通 産省が,OS技 術,新 周辺端末装

置技術の研究開発に力を傾注するのも十分にうな

ずけるとい うものであろ う。

この施策は,54年 度から58年度までの5ヵ 年計

画で総額470億 円の研究開発資金を投 じる大型プ

ロジェク ト。業界を一本化 した研究組合体制(電

子計算機基本技術研究組合)を つくり,こ の組合

に対 して補助(補 助率50%)を 行 うとい う計画で

ある。すでに54年度からスター トしているが,今

年度から大幅に補助額を増や し,(57億8500万 円,

対前年度比40億8500万 円増)開 発をより一層,強

力に推進 しようとい うわけである。

ソフ トウエアに一層の重点が

もう一つの目玉の光応用計測制御システムの開

発も,54年 度から61年度までの8年 間に180億 円

を投 じようという大型プロジェクトである。初年

度の54年度は,5100万 円の少額補助だったが,今

年度は9億2700万 円と大幅に増額 され,本 格的開

発のスタートが切 られ る。

光通信技術は,未 来の通信技術の切 り札として

注目され,期 待されていることは周知の通 りであ
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る。このプロジェク トでは,現 在,電 気信号が使

われている産業プラン トの情報の計測 ・制御を光

通信技術におきかえようとい うものである。この

研究開発が成功すれば,安 全かつ高品質の計測制

御システムが実現することになる。また,光 伝送

路,光 センサー等を用いるこのシステムによって

現在のシステムでは困難な画像情報の処理 も可能

になるとされている。電電公社 とメーカーの開発

努力によって,一 日も早い完成が期待されている。

このほかの予算関係施策では,51年 度から長期

計画で開発を推進 しているソフ トウエア生産技術

開発計画(プ ログラム生産をプログラムモジュー

ルの編集,組 立てによって自動的に作成する新シ

ステムの開発計画)が5年 目を迎えて本格的なプ

ログラム作成段階に入ることから,助 成措置の抜

本的拡充を図るとして,対 前年度比1億5000万 円

増の16億7200万 円の予算措置が講 じられている。

また,ソ フ トウエア関係では,ソ フ トウエアの開

発および流通の促進,情 報処理サービス業等の育

成を目的とした情報処理振興事業協会の事業活動

の積極的展開を推進するため,新 たにパ ッケージ

ドプログラムの委託開発を実施するほか,ソ フ ト

ウエア評価技法に関する基礎研究 も新たに行 う等

ソフ トウエア基礎研究の拡充強化,プ ログラム普

及活動の充実が目論 まれている。登録事業につい

ても,汎 用プログラム登録制度の本格化に対応 し

た拡充を図ってい くな どとなっている。

46年度にスター トし,今55年 度で最終年度を迎

える大型プロジェク トの一つであるパターン情報

処理システムの開発については,プ ロトタイプの

完成と試験運転が実施され,総 額250億 円を投 じ

たプロジェク トも,最 後の仕上げ段階を迎えるこ

とになる。

安全性に新しい視点

情報システムの開発普及では,社 会システムの

開発に政策の重点がおかれているのが 注 目 され

る。いずれも前年度来の継続施策だが,① ヘルス
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ケア ・ネットワークシステムの開発に2億2200万

円貿易情報システム開発に2200万 円,代 替エネル

ギー利用型 コミュニティエネルギーシステム開発

計画調査委託費4200万 円が予算化されている。

ヘルスケア ・ネットワークシステムは,53年 度

から5カ 年計画で進められており,今 年度は,前

年度に引き続いて基本ネットワークの開発および

臨床検査システム等のアプリケーションの開発を

行ってい く。このシステムは,病 院診 療所・検

診,検 査センターなどの医療機関を結び,高 度医

療情報の共同利用,健 康管理データの一元的利用,

高度医療資源の共同利用などによって,地 域全体

の医療の高度化,合 理化を実現するのが 目的であ

る。

代替エネルギー利用型コミュニテ ィエネルギー

システムは,省 エネ時代の今日的課題 と取 り組む

施策である。すでに,53,54年 度では,地 域エネ

ルギーセンター(CEC),都 市システム集積回

路(IUC),家 庭端末の三つから構成される ミ省

エネルギー都市機械システムミについて,フ ィジ

ピリテ ィ等の調査研究が行われているが,今 年度

は,上 記の成果を踏まえて,石 炭を第一次エネル

ギー源 とする新システムに関する調査研究を行 う

ことにしている。

情報化の基盤整備事業 として,新 規の施策が登

場 したのも注 目され る。情報処理サービス業安全

対策(200万 円)が それである。

情報処理サービス業は,他 人の情報を取扱 う産

業分野だが,そ の発展に伴い,社 会活動および経

済活動の広範な分野に関係するようになってきて

いる。そのため,情 報処理サービス業のコンピュ

ータシステムの停止,デ ータの破損等の トラブル

が社会活動に大きな影響を及ぼす危険が生じてき

てお り,こ のような事態の発生を未然に防止する

必要が高まっている。この新規施策は,こ うした

現状認識から,情 報処理サービス業の安全対策の

実施状況を登録,公 表する制度と合せて,効 果的

な安全対策の推進を図ることをネライ に してい

「

る。

わが国の情報処理技術の向上発展にともない,

補助金政策に対するアメリカの神経が過敏になっ

ているといわれている。一部には 「今年度は補助

金政策の終 りの年になるのでは……」 との声もあ

る。いずれにしても今後は,も っと芸の細かい施策

が必要になってくるだろ う。

一連の情報処理関係施策の中で,郵 政省がとく

に力を入れているのは,デ ータ通信の高度化を図

るための開発調査である。いずれ も前年度か ら引

き続いての施策であるが,今 年度は予算額 もほん

の少 しだが増加 し,予 算的には,デ ータベース利

用技術の開発調査,デ ータ通信向き言語の開発調

査,ネ ヅトワーク化に伴 う諸問題の調査などに多

く配分 されている。

検証 システムの開発に取 り組む

電気通信技術,電 子計算機技術,ソ フトウエア

技術の発達に伴なって,コ ンピュータ ・ネットワ

ークは,従 来のホス ト集中型から分散型ネットワ

ークへの傾斜を強め,そ れにつれて各種 リソース

の共有化が進んでいることはよく知られている。

その結果,異 機種電算機相互間の通信および異機

種端末からのアクセスを可能にするための通信規

約(プ ロトコル)の標準化の必要性が生 じてきた。

標準プロトコルについては,52,53両 年度にお

いてすでに開発が終っているが,デ ータ通信に用

い られるプロトコルは,そ のシステムで用いられ

る電子計算機,端 末等によって異っており,実 際

にシステムを稼動 させるに当っては,前 提とされ

たプロトコルに沿ってプログラムを作成 し,検 証

すること力必 要になる。

昨年度,郵 政省は,約1億3500万 円の予算で検

証システムの基本設計を行 うとともに,周 辺機能

の一部Φ開魔竈嵩 施している。今年度↓お この開

.己



発 を 一 歩 進 め て,ユ ーザ ーの プ ロ グ ラ ムが,標 準

プ ロ トコ ロに 適 合 して い るか ど うか を 検 証 す るシ

ス テ ム の開 発 に 取 り組 む こ とに して い る。 開 発 委

託 先 の 日本 デ ー タ通 信 協 会 で は,す で に 一 部 設 計

に 着 手 してお り,郵 政 省 と しては,こ の シ ス テ ム

を,CCNP(コ ン ピュ ー タ ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン ・ネ ッ トワー ク ・プ ロ トコル)の 普 及 の た め の

道 具 と して も,幅 広 く使 って い き たい 考 え で あ

る。

第二 の個 別 テ ー マ で あ る デ ー タ ベ ー ス利 用 技 術

の 開発 調査 は,約2.5倍 の予 算 増 とな っ てい る。

最 近 の デ ー タベ ース サ ー ビス の広 が りは 目覚 ま し

い もの が あ る。 国 内 の み な らず 国 際 的 に も急 速 な

拡 大 を 見 せ てお り,ネ ッ トワー ク化 の進 展 に伴 な

っ て,需 要 全 体 が 大 きな 伸 び を示 して い る 。 だ が

国 際 的 に は,わ が 国 の デ ー タ ベ ー スは,質 的 に も量

的 に もか な り遅 れ て い る とい うの が現 実 で あ る 。

利 用 技 術 面 で も事 情 は 同 じ とい え る。 今 後,複

数 の デ ー タ ベ ー スが ネ ッ トワ ー クで 結 合 され た 場

合,そ れ が ユ ー テ ィ リテ ィと して十 分 な機 能 を 果

す た め には,デ ー タ通 信 サ イ ドか らの 技 術 開 発 を

早 急 に進 め る必 要 が あ る と指 摘 され て きた 。

この よ うな観 点 か ら,昨 年 度 は,各 種 デ ー タベ

ー ス の利 用 面 ,技 術 面 の動 向,デ ー タベ ー ス化 の

検 討 を は じめ と して 広範 囲 な調 査 ・検 討 が 行 わ れ

て きた 。 「複数 の デ ー タ ベ ー スを ネ ッ トワー クを

介 して 利 用 可 能 とす る共 通 の ア ク セ ス手 法 は … 」

を 求 め て,今 年 度 か らは,具 体 的 な開 発 行 動 が 開

始 され る。 利 用 技 術 の 具 体化 の年 と郵 政 省 は い っ

て い る。

データ通信用言語の仕様がためへ

データ通信の高度化に対応 し,そ の高度利用を

より有効なものにしてい くためには,デ ータ通信

システムに用いられるソフ トウエア作成のための

言語の開発 ・改良が不可欠である。

現在,業 務処理機能を実現する言語としては,

FORTRAN,COBOLな どの手続き言語,
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RPG－ 皿などの非手続言語が用いられているが

データ通信用 ソフトウエア作成の言語としては必

ずしも十分とはいえない。そのうえ,現 在のTS

Sで も,端 末入力アクセスコマン ドはバラバラの

ため,業 務処理の高度化,複 雑化に対応 した機能

言語の改善,開 発の必要性が高まっている。

こうした現実に対応して,今 年度から,デ ータ

通信の多様化,ネ ットワーク化に適応する共通的

なアクセス言語(ア クセス ・コマンド)を 開発 し

てい くことになった。そ して,年 度内には,基 本

的な仕様がためまで終らせたい考えである。

一方,ネ ットワーク化に伴って生じてくるマイ

ナス面についても十分な配慮が必要とされること

が予想される。データ通信システムの障害対策,デ

ータ保護対策な どのマイナス面対策は,単 一デー

タ通信システムにおいても,す でに慎重に対処 し

なければならない問題としてクローズアップされ

てお り,デ ータ通信システムを相互に接続 してネ

ットワーク化 しようとすれば,こ れらの問題が,

より重要性を増 してくることは容易に 想 像 で き

る。

55年 度施策において,ネ ットワーク化に伴 う諸

問題の調査が個別テーマの一つとして取 り上げ ら

れたのは当然といえる。今年度は,い くつかの問題

の中から,と くにデータ保護対策面に重点をおい

て,標 準的な手法の調査研究を行 っていくとい う

のが55年 度施策の一つのポイン トになっている。

「これまでは全国的に単独システム主導で進ん

できているといっていい。セキュ リテ ィ問題一つ.

を とってみても,ネ ヅトワーク化が進んでいけば

各 自がパラパラかつアンバランスな対策を行って

いるとい うのでは困る。 どうしても統一的な対策

が必要になってくる。この観点か ら,標 準的技術

とは何か,有 効的手法は何か といった技術の調査

開発を進めていく。今年度は,有 効性の視点か ら

暗号化に関する技術の調査開発に力点を置いて施

策を進めていきたい」 という。

利用者サイ ドに立ったネットワーク化一 に発
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想 の原 点 が あ る,と い うこ とに な ろ う。

国際化時代への対応急ぐ

国際化時代に対応した対策 も重要な課題の一つ

である。今日,ど のような分野でも,国 際化の現

実を無視 した り,あ るいはさけて通ることは許さ

れない。データ通信システムにおいてもその例外

ではない。とくに,デ ータ通信システムの高度化

が具体的な日程にのぼってきた今日,そ の重要性

は,ま すます大きくなってきているのが現状 とい

える。

今年度,新 規の個別テーマとして,デ ータ通信

システムの国際化に伴 う国際間データ流通に関す

る調査研究が新 しい施策として取 り上げ られたの

は,そ うした背景があってのことにほかな らない。

「国際間データ流通に関する諸問題の分析,動 向

の調査およびわが国の施策の在 り方について調査

研究する」のが眼 目である。

「現在,政 府は,行 政改革を強力に実施 してい

るが,行 政情報システムが行政の簡素化,合 理化

さらには行政水準の向上に寄与すべき役割は,ま

すます重要 となっている。また,行 政情報システ

ムは,そ の進展に伴って,国 民の社会経済活動と

の か か わ りを拡大してお り,プ ライバシーの保

護,行 政情報の社会的活用等について,積 極的な

対応が必要 となっている。」

昭和55年 度の行政情報システム関係の業務運営

について,行 政管理庁行政管理局は,こ のような

基本認識のもとに,そ の重点施策を次のように述

べている。

9つ の課題を重点に

(1}行政情報システムの高度化に関する基本計画

の作成

行政機関における電子計算機利用上の課題,社

会的需要,技 術動向を踏まえ,政 府全体の見地か

ら総合的な資源の有効利用を図るため,各 政府機

関の参加 ・協力を得て,省 庁間ネットワークシス

テムの形成,デ ータベースの開発等行政情報シス

テムの高度化に関する基本計界の作成 に 着 手 す

る。

政府は,昭 和43,44年 の二度にわたって,政 府

における電子計算機利用の方策について閣議決定

を行っている。今日にいたる10年間で諸条件は大

きく変化 してお り,こ の変化を踏まえた基本計画

の作成を 目指すものである。

②行政機関における電算機利用の効率化

ソフトウエアの開発等各行政機関に共通する課

題の改善方策について検討を進め,そ の成果に基

づいて指針を作成するとともに,特 定の情報シス

テムについて運用効率の分析を行 う。また,行 政

機関におけるプログラムの相互有効利用の促進方

策を確立しダ汎用プログラム台帳等の充 実 を 行

う。

㈲行政機関における電算機の共同利用

法令検索等の共同利用システムの拡充を図ると

ともに,各 行政機関 との間のオンライン化の計画

を進める。また合同研修については,社 会環境や

研修ニーズの変化に対応するため,研 修体系の洗

い直 し,再 編成を行 うなど,研 修内容の高度化を

図ることにしている。

(4)行政情報通信の合理化

行政機関における情報通信は,質 量 ともに増大

を続けている。この状況に対応して情報通信の効

率化を実現するため,現 在,各 政府機関が共同利

用 している行政電話網の拡充を図る。行政電話網

は現在,東 京 ・)k眼間に敷かれているが,55年 度

は,こ れを東京から仙台,名 古屋,広 島まで拡大

することに している。また,電 話交換業務の合理

化についても,電 話交換の自動化,共 同化等の推

進を行ってい く。

㈲公共的データベースの形成の推進

行政機関等が保有する各種公共前借1報の相互利



用,社 会的活用を促進するため,デ ータベースの

形成及び各種情報の所在案内機能の整備について

の基本的な方策の確立を図る。

(6)文書管理の合理化

公文書等の管理について,適 切な保管と利用の

円滑化を推進するため,現 状についての再検討を

行い,各 行政機関に共通する管理方式の整備を図

ってい く。

この重点施策は第1項 の行政情報情報システム

の高度化に関する基本計画の作成とともに,今 年

度から新規に取 り上げ られた課題である。

⑦データ保護対策の推進

データ保護対策については,よ り一層,行 政機

関等における具体的措置の推進を図っていく。と

くに,プ ライバシー保護対策については,行 政情

報システムの進展に即応 し,国 際的な動向も踏ま

えてその推進を図るため,関 係行政機関等 との協

議,連 携を強化してい く。

(8)行政情報システム要員対策の推進

行政情報システムの進展には,要 員の資質を高

めることが不可欠である。このため,要 員の養成

確保に関する現状の問題点の把握を行い,今 後の

要員計画の在 り方お よびその推進方策 を 検 討 す

る。

研修その他を中心にした要員充実のための方策

は,行 政管理庁 としても,庁 としてとくに重点を

おいているテーマの一つである。

(9)調査 ・研究等

行政の合理化に資する具体的かつ波及効果の高

いものに重点を置いて行政情報システムに関する

調査 ・研究を推進 し,そ の成果についての発表会

を開催する等,一 層の普及を図ってい く。

また,行 政機関相互の連携を強め,一 般への周

知にも寄与するため,行 政情報システムに関する

研究会議の開催等を行 う。

進展する高度利用

行政機関における電子計算機の利用は,昭 和33
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年に開始された。その後,行 政事務処理の効率化

行政サービスの向上などの観点か らその利用は,

年々増大 してお り,昭 和54年 度末現在で20省 庁2

09部門307台 に及んでいる。

このほか,電 子計算機をまだ設置 していない省

庁の場合も,行 政管理庁の電算機共同利用設備の

利用,あ るいは外部委託による利用を図ってお り

省庁単位でみて,全 省庁が電子計算機の利用を行

っているといってよい。

適用業務も,極 めて多様な分野に及んでいる。

統計,各 種計算業務のほか,各 種登録,照 会業務

等の事務,さ らには,情 報検索,分 析,予 測にと

広範に及び,オ ンライン ・リアルタイム又は リモ

ー トバッジ方式を採用 しているオンラ イ ン処 理

は,全 体の61%を 占めている。

こうした現状の中で,よ り一層の高度化,効 率

化を図っていくことが施策の一貫 した重点 となっ

ている。そのための施策として各種合理化,デ ー

タ保護対策,デ ータの有効活用の方策,要 員の強

化拡充な どの個別テーマが提出されてきているの

である。

ちなみに,昭 和55年 度の各省庁の情報処理関係

予算は,総 額1899億4738万 円(資 料ページ ・表3

参照)で 対前年当初予算比14.9%の 増 となってい

る。

大きな区分別では電算機運用等経費,情 報シス

テム開発経費の伸びが目立っている。

情報処理技術の発展に伴なって,各 省庁等行政

府関係の情報処理活用が拡大 してい くことは明ら.

かである。それにつれて,各 種の経費も増大して

い くことになる。そ うした中で,い かに高度利用

の効果を実現 していくか。率先垂範 とい う意味に

おいても,重 要な課題であることは間違いない。

しかもそれは,社 会的需要,技 術動向を踏まえ

て,総 合的な立場で進められ る必要がある。今年

度か ら基本計画の作成に着手した一つの背景であ

る。
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表1・ 通商産業省昭和55年度情報処理関連施策の重点
(単位:百 万 円)

項 目

(予 算)

(1}次 世代電子計算機の開発促進

①基本 ソフ トウェア技術の開発

{②新 周辺端末装置技術の開発

(2)ソ フ トウェア生産技術 開発計画 の推進

(3)情 報処理振興 事業協 会運営費補助((2)を 含む)

㈲ パ ター ン情報処 理システ ムの研究 開発(大 型 プロジェ ク

ト)

㈲ 光応用計測制御 シス テム(大 型 プロジェク ト)

(6)ヘ ルスケア ・ネ ッ トワークシステムの開発

(7)貿 易情報 システムの開発

㈲ 代 替エネルギー利用型 コ ミュニテ ィエネルギーシステ ム

の開発

⑨ 情報処理サー ビス業安全対策(新 規)

ω 情報処理技術者試験の実施

圓 中小企業 コンピュー タ利用実態事例調査

掴 商工会議所等への電子計算機導入の促進

醐 省内情報処理 の推進

⑭ 政府 共通の電 子算機利用技術の開発

⑮ 特許情報の機械システムの開発

⑯ 特許業務の機械 システ ム化促進

(財 投)

口}電 子計算機振興のための開銀融資

① 国産電子計算機振興のための日本電子計算機㈱への

開銀融資

② 電子計算機産業構造改善のための開銀融資

(2)情 報処理振興金融措置

(3)情 報処理振興対策

① ソフトウェア開発促進等のための開銀融資

② 情報処理システム化促進のための開銀融資(拡 充)

③ 電子計算機システム安全対策促進のための貸付制度

55年 度予算額

5,785

(4,910)

(875)

1,622

2,781

1,846

927

222

34

42

2

68

4

190

4,278

62

11

8

}

開銀 の電算機

振興枠

48,000

の内数

5,000

}

開銀の電算機

振興枠

48,000

の 内数

中小公庫3,00b

54年 度予算額

1,700

(1,450)

(250)

1,522

2,580

2,803

51

191

25

9

0

62

4

127

4,139

64

13

8

}

開銀 の電算機

振興枠

50,000

の内数

7,000

銀の電算機

真棒

50,000

内数
プト

・公 庫 ㌻3;ooo

比 較 増△減

4,085

(3,460)

(625)

150

201

△957

876

31

9

33

2

6

0

63

139

△2

△2

0

△2,000

0
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表2一 郵攻 省 昭和55年 度 デ ■P・・bタ通 信 関係予 算

デ ー タ通 信 の 高 度 化 を

図 るた め の開 発 調

214,052千 円

(191,185千 円)

一 プ ロ トコル検証 システムの開発

一 データベ ース利用技術の開発調査

一 データ通信 向き言語 の開発調査

一 ネ ッ トワー ク化に伴 う諸問題 の調査

一 データ通信 システムの国際 化に伴 う国際 間データ

流通に関す る調査研究

98,064千 円

(135,632千 円)委 託 費

49,316千 円

(20,040千 円)

委 託 費

30,790千 円

(6,105千 円)

委 託 費

29,661千 円

(21,891千 円)

委 託 費

9,214千 円

(7,517千 円)

庁 費

注()の 数字は54年 度予算額

昭和55年 度情報処理関係予算(行 政管理庁 まとめ)
(単位:千 円)

＼
＼ 会計区分_般 会 計

、
ヤー 、

経費区分 ＼
特 別 会 計 合 計

対54年度当初予算比(%)

一 般1特 会 合 計

電 子 計 算 機
運 用 筆 経 費

・一 ・61・-9 137,645,565 120.4 120.0 120.1

情 報 シ ス テ ム
開 発 経 費

5,832,855 2,536,609 8,369,464 103.1 130.2 110.1

情 報 処 理}28 ,619,177振 興 等 経 費1
'

15,313,180 43,932,357 98.4 110.0 102.1

総 計 74,598,348 115,349,038 189,947,386 109.5 118.7 114.9

注1.こ の予 算額 は,各 省庁か ら提 出された資料を基

に取 りま とめた ものである。

注2.情 報処 理関経 費の範 囲は,次 のとお りとす る。

(1)情 報 システ ム開発経 費

① コンピュー タを利用 した情報処理 システムに

関す る調査研究,基 本 ・詳 細設計,プ ログラ ミ

ング,テ ス トラン等 に要す る経 費であ り,既 適

用業務の システムを変更す るための 開 発 経 費

(例:バ ッチー→ オ ンライ ン)を 含む。

② 部内での開発に要す る経費及び外部に委託 し

て行 う経費の全てを含む。

(2)コ ンピェ一夕運用等経費

① 現に設置 してい る コン ピュータを運用す るた

めに必要な経費(外 部委託処理経費を含む。)

及び コンピュー タを導入す るために必要な経 費

(例:施 設整備費,据 付経費等の初度経費)'等

コンピ ュータを利用 して業務を処理す るために
⑨

必要 な経費 をい う。

た だ し,前 掲情報 システム開発経費を除 く。

② コン ピュータ未設置部門(原 局等)が,自 省
も

庁及び他省庁に設置されているコンピュータを

利用して業務を処理するための経費を含む。

(3}情 報処理振興等経費

① 情報処理教育の経費及び国立大学等のコンピ

ュータ運用経費

② 情報処理産業に対する助成措置のための経費

③ 特殊法人,公 益法人等に対するコンピュータ

利用に関する助成金,補 助金,交 付金

F

い

、,i
引
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:

冷

、 ']

弩
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マイクロコンピュータ産業の現状 と展望□[コロ
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1.マ イコン産業の現状

山村2年 前の53年4月1目,当 協会の中に ごマ

イクロコンピュータ振興セン歩一ミ(MCC)が

発足 しました。これは,マ イコンの普及促進 とマ

イコン利用,シ ステム開発に関連 した業界の振興

を図る目的で,通 産省のご指導をいただいて設置

したものです。MCCは,こ の2年 間,① マイコ

ン応用に関する振興助成のための補助事業②関連

業界の橋渡 し役 としての情報交換の場の提供③シ

ステムハ ウスの振興助成を3本 の柱として活動 し

てきています。

最近,わ が国のマイコン産業,技 術の発展はめ

ざましいものがあります。今日は,～ イコン産

業の現状と展望ミというテーマでみなさんからご

意見をいただいて,MCCの 今後の活動に役立て

たい,と い うことでお集まりいただきました。よ

ろしくお願いいた します。

山村 まず最初に,マ イクロコンピュータ産業の

現状という問題から始めたい と思います。瀬戸屋

さん,通 産省のお立場からご覧になっていかがで

しょうか。

こ}

メ

纏

、

瀬戸屋 この3月,通 産省も,80年 代の産業をど

のような方向に持っていったらいいかということ

で,ミ80年 代の通商産業政策のビジョンミという

ものを出したわけです。ここでは,エ ネルギーの

制約,国 際的協調が不可欠 とい う状況をふまえて

今後,ど のような分野に力を入れていかなければ

ならないかということをまとめたわけです。その

中で強調されているのはエネルギー関係,新 しい

先端産業の伸長,社 会的なシステム開発の強化な

どですが,将来,日 本人が実際にやっていくための

先端産業分野 としては,結局,コ ンピュータとか半

導体 といった情報産業分野が,非 常に大きな柱に

なってい くのではないか と考えているわけです。

ご承知のように,日 本の情報産業は,昭 和30年

代以来,政 府 ・民間の努力で,も のによってはア.

メリカの水準を しのぐまでになっています。その

結果,最 近では,日 本にものを教えると日本人の

方が上手 く作ってしまうので最新技術の成果を出

し渋る傾向さえあ ります。その点,わ れわれ 自身

が目標を持ってものを開発 してい く必要があると

いうことで,日 本は一つの曲り角に来ていると思

いますね。そういう意味でマイコンは,も ともと

の発想は日本で出てきたものでもあ り日本人の知

恵の現れである,と いうことができるわけです。
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▲年を追って盛んになるマイコンショウ(写 真提供:電 波新聞社)

現在の状況は どうかといいます と,マ イコンそ

のものの生産技術では,日 本はかなり進んでいま

す。また,利 用分野でも非常に幅広い分野で利用

されるようにな りました。それで,将 来は,も っ

と分野が広が り,家 庭のあらゆるところに入って

くるのではないかと思われます。これか らは,ど

んな機械もマイコンを組み込んだ頭脳を持つもの

になる。機械 と電子の複合化,メ カ トロニクスと

いった方向にいくことが予想されるわけです。あ

る人の話です と,10年 後 ぐらいの間に,家 庭の中

でも現在のモーターと同じように10以上のマイコ

ンが使われるだろうということです。

技術的にも,す でに ミニコンピュータぐらいの

性能を持ったものもできるわけですが,お そらく

85年 ぐらいには,IBMの370--158ク ラスのもの

が一つのマイコンでできるのではないかといわれ

ます。そ うなると,価 格 も非常に安 くなりますま

す使いやす くなるとい うことで,こ ういうふ うに

考えてみます と,マ イコンは,産 業だけでなくわ

れわれの社会 も変えていくとい う風になるのでは

ないでしょうか。

そ ういうわけで,マ イコン産業が 日本の基幹産

業の一つとして,ま すます大 きくなってもらいた

いとい うのがわれわれの基本的な考え方ですね。

成長期に入 ったマイ コン産業

山村 技術的な問題 も含めて,メ ーカーの立場か

ら見た現状とい うのはどうな りましょうか。

渡辺 ひ とくちにマイコンといっても含むところ

が多いのですが,と にか く,マ イコンは新しいん

だといわれていたのですが,そ ういっているうち

に10年 近い歳月がたったわけです。すでに成長期

に入っているとい う感じですね。

原理そのものは,将 来 とも基本的には変らない

で しょうが,と にかく,集 積度がどんどん増大し

てきているんですね。これがこの10年間のいちば

ん大きな変化ですね。集積度が上がります と,よ

り複雑な機能を行わせることができるとい うこと

につながるわけですが,そ の結果,論 理機能を行

わせる場合の機能当 りの単価が反対にどん どん下



っ て き ま した 。 瀬 戸 屋 さん の お 話 の よ うに,応 用

分 野 の 拡 大 もそ うい った こ とに 関 連 が あ るわ け で

す が,産 業 分 野 その 他 に 大 きな イ ンパ ク トを 与 え

てい る こ とは 確 か で す 。

集 積 度 を 上 げ る こ とは 簡 単 では ご ざい ませ ん 。

非 常 に大 き な技 術 的 問題 を解 決 しな け れ ば な らな

か った わ け です か ら,技 術 的 な面 か らみ る と,大

き な変 化,成 長 が あ った とい え るわ け で す 。 そ の

一 つ の成 果 と して
,超LSIの 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト

が あげ られ る と思 い ます が,高 集 積 度 の超LSI

の 開発 の成 果 は,こ れ か ら大 き な役 割 りを 果 して

い くで し ょう し,期 待 も大 きいわ け です 。 最 初 の

頃 は,マ イ コ ンは趣 く少 な い品 種 で広 い応 用 に対

「"' ・ 、 ・ぐ ご な帖}

θ渡辺和也氏

処 しよ うと した の で す が,応 用 分 野 が拡 が っ て く

るに つ れ,経 済 性 の 問 題 が で て きま したね 。 そ の

結 果,マ イ ク ロコ ン ピュ ー タ とい え ど も,多 品 種

化 が 必 要 とい うこ とで その 傾 向 が 強 まっ て い る の

も今 日の 特 徴 で す 。

も う一 つ は 処 理 ス ピー ドの ア ップが あ りま す 。

い ま,家 電 製 品 は じめ 大 量 に使 わ れ て い る もの に

は4ビ ッ トの素 子 が 多 いわ け で す が,そ れ が 徐 々

に8ビ ッ トに変 りつ つ あ ります 。 これ も,最 近 の

一 つ の傾 向 とい え る で しょ う。

山 村 ハ ー ドでは 日本 の技 術 も相 当 に進 ん で い る

が,ソ フ トが ア メ リカ な ど と較 べ る とい まひ とつ

遅 れ て い る とい う話 を 聞 き ます ね 。 ソフ トとい う

か,ア プ リケ ーシ ョン面 で の実 情 は ど うな んで し

ょ うか,三 田 さん 。

三 田 技 術的 に は,い ま渡 辺 さん が お っ しゃった
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よ うに,コ ン ピ ュー タの デバ イ スが 鉄 か ら石 に変

った とい う変 貌 が あ った わ け で す が,こ れ は大 き

な ポイ ン トだ と思 い ます 。 そ れ は と もか く,い わ

ゆ る シ リコ ンエ ー ジ とい わ れ るマ イ コ ンエ ージ を

迎 え て,マ イ コ ンの 大 きな 利 用 上 の 価 値づ け を す

る ソ フ トウエ アへ の 認 識 が 非 常 に 高 ま って きた と

い って い い と思 い ます 。

ソ フ トウエ アは,LSiな どの よ うに 工 場 生 産

が 難 しい わ け で す か ら,ど う して も経 験 豊 か な パ

ー ソナ リテ ィに頼 る と こ ろが あ ります 。 ソ フ トウ

エ アハ ウス のル ー ツは,マ イ コ ン の一 つ 前 の ミニ

コン時 代 に あ るわ け です が,大 量 のLSIデ バ イ

ス が生 産 され ます と,そ れ を 使 い こな す ソフ トウ

エ アが 不 可 欠 に な っ て くるわ け です ね 。 ミニ コン

時 代 は,DEC社 が,1万 ドル を切 った 有 名 なP

DP-8の 爆 発 的 普 及 で切 り開 い た も の です 。 そ

して そ う した 中 で電 卓 のLSI化 の過 程 でvイ コ

ンが生 まれ て きて,ソ フ トウエ ア の重 要 性 が 社 会

的 に もい ち だ ん と高 く認 識 され た わ け です ね 。

山村 それ で,よ くいわ れ る ソフ トウエ ア の技 術

的 水 準,ア メ リカ との格 差 とい うのは ど うな ん で

し ょ う?

三 田 技 術 的 水 準 か らみ る と,最 終 的 には,人 間

の頭 脳 の レベ ル に な る の では な いか と思 い ます 。

日本 人 は,い ま の とこ ろ新 規 性 の あ る もの は得 意

で な い が,応 用 面 では,非 常 に優 れ て い ま す。 日

本 人 の ソ フ トウエ ア 技術 とい うの は,ア プ リケ ー

シ ョ ンの面 か らみ ま した ら相 当 な 能 力 が あ る の で

は な い か と思 い ま す 。 マ イ コ ンの ア プ リケ ー シ ョ

ン ソ フ トに 関 して い え ば,ア メ リカ よ り日本 の方

が 進 ん で い る と思 い ます 。

消 費 者 大 衆 へ の 啓 蒙 が 必 要

山村 田中先生,三 人の方のお話をお聞きになっ

て,総 体的なご感想はいかがで しょうか。

田中 大学 とい う研究機関の立場,視 点から,二

三,感 想を申しあげてみたいと思います。

研究室的視点か らみますと,現 状については,
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三人の方のお話の通 りであろうと思います。ただ

そ うい う現状をどのように評価するか という問題

があると思います。それぞれの当事者の意見交換

の中から,評 価の基準,方 向,結 果 といったもの

をつめていく必要があるだろうとい うことです。

切 り口を考えてみますと,だ いたい三つぐらい

の切 りかたがあると思います。

一つはマイコンのような高度技術が普及 してい

くことの意味はどこにあるかということです。一

方には,自 然発生的に広がってい くとい う面 もあ

るでしょうが,そ の時代 とか社会の需要を大きく

満たすとい う機能を持っているからこそ普及する

理由があるわけです。ですから,高 度技術の一環

としてのマイコン技術についても,そ うい う観点

を意識 していかないと大きく伸び られない し,社

会的効用も抑えられかねないとい う点があると思

います。先ほどか ら何回もお話に出て い る よ う

に,マ イコン技術は,非 常に精緻な技術です。で

すから,社 会的効用を最大のものにす るた め に

は,そ の技術を真に生かすハー ドウエアやソフト

ウエア(そ れが自己開発であろうと,ラ イセンス

方式であろ うと)の 開発が達成されなければなり

ません。そこで,そ れを意図的にどうい う風に展

開していくのかとい う問題があると思います。こ

れは政策問題にもつながるでしょうが……。

私の知る限 りでは,日 本のマイコン技術は,国

際競争力もあるし,有 望な技術であることは間違

いありません。さきほどのお話のように,日 本に

おけるアプ リケーションの能力は大変 な も の で

す。ただ し,問 題は,や はり独自に新局面を開発

していかなければ,い ずれにしてもダメだという

ことです。生産面や応用面だけでとどまっていて

は,近 い将来,後 発国に追いつかれて し まい ま

す。 こうい う点が一つ残されていると思います。

もう一ついいます と,マ イ コン技術の消費者に

関する考え方をもう少 し明確にすることが大切な

ような気がします。これまでのところ,そ の点が

いまひとつはっきりしていないとい う気がするわ

けです。

つまり,こ れまでのところ,マ イコンのエン ド

・ユーザーは,生 産者あるいは製造業である場合

が多いですね。それはそれで正 しい考え方である

とは思いますが,今 日のようにアプリケーシ ョン

の裾野が広がってくると,真 のエン ド・ユーザー

は,マ イコン利用製品を買っている一般消費者で

はないかとい う考え方もできるわけです。だとす

れば,こ うした消費者大衆を対象にマイコン技術

の社会的意義 とか,将 来性,知 識の啓蒙,普 及と

い うことがもっと積極的に行われなければならな

いのではないかと思います。

山村 そういう問題 も確かにありますね。 ところ

で,現 在,マ イコンとい うのは量的にはどれ くら

いになっているので しょうか。なにか,マ イコン

の普及率 といった ものを計量する方法はあるので

しょうか。

渡辺 いまのところは,マ イコンの生産量を見る

のが一つの目安だ と思います。

山村 国際比較なんかできるんですか?

渡辺 いや,む ずかか しいと思います。生産量 も

むずか しいんです。同じマイコンでも4ピ ヅFの

ものもあれば16ピ ットのものあるわけで個数だけ

は単純に出すわけにもいきません しね。で す か

ら,そ れを金額換算 して一つのメ ドにしているわ

けです。

瀬戸屋 ここにち ょっと数字を持 ってきたのです

が,市 場規模としては,51年 セこ91億円,52年 が150

億円,53年220億 円,54年400億 円,55年 は推定に

なりますが,570～580億 円ぐらいですね。

山村 大変な成長曲線ではあ りますね。

-
2,.システムハウスの現状と展望

山村 次に,シ ステムハ ウスの現状とい う話に移

りたいと思います。瀬戸屋さん,通 産省と しての

システムハウスに対する今回的理解,位 置づけを
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施策を含めながらお聞かせ ください。

瀬戸屋 さきほど三田さんがいわれたように,シ

ステムハウスとい うのはマイコン以前か らあるわ

けですが,い ずれに しても,マ イコンは非常に手

軽に使えるとい うことで,こ の技術を使ってソフ

トウエアだけでなくハー ドウエアを作るという企

業が非常に増えてきましたね。

基本的には,コ ンピェ一夕産業の発展に伴 って

機能分化 して出現 してきた周辺産業の一つとい う

ことになると思います。システムとい うのは,立

派な頭脳があれば資本がなくてもそれな りの活動

ができるという点で,非 常に中小企業に向いた業

種であるといえます。ですか ら,わ れわれの振興

レ瀬戸屋英雄氏

策のあ り方も,新 しい型のベンチャービジネス と

いいますか,中 小企業の新 しい形だ,と いう観点

か ら振興 していった らどうかとい うのが一つの姿

勢なのです。JIPDECさ んのMCCを 通して

全国のシステムハウスのご要望を伺い,具 体的な

振興策を考えて行 こうということにしているわけ

です。

もう一つ,シ ステムハ ウスの特徴的なところは

地場産業的要素を持 っているとい うことです。工

業会も,現 在,東 京,大 阪,名 古屋,九 州の4カ

所にあるわけですが,逆 に,こ うした特徴を生か

して地方における情報化の拠点にしていくとい う

形で振興を図って行 こうという考えもあります。

事実,大 阪通産局などでは,そ ういう面での勉強を

しています。もっともMCCを 作ってか ら2年 で

すから具体的な成果はまだというところで,三 田

さんか らもたびたび叱 られているんです。(笑)

山村 三田さんはシステムハウスのプロフェヅシ

ョナルでいらっしゃるわけですが,経 営の観点か

らみて,シ ステムハウスの現状はどうですか。

三田 いま,瀬 戸屋さんからシステムハ ウスは地

場産業的要素が強いとい うようなお話がありまし

たが,私 は,知 識集約産業が果 して地場産業であ

っていいのかどうか少しく疑問があります。確か

にシステムハウスの業界団体も地方に分かれてい

ますが,そ れぞれの地域は,結 局,日 本の産業の

主要地域で して,織 物,食 器などの地場産業とは

本質的に違 う,地 域性でいえば地場産業的に見え

ても,仕 事の内容は,イ ンターナシ ョナルだと思

っているんです。

瀬戸屋 もちろんおっしゃる通 りです。私がいい

たかったのは,知 識を売る産業は,別 に一 ヵ所に

集中する必要はないので,そ れぞれがや りたい地

域で,自 分の地域産業として発展 していける可能

性があるということなのです。

三田 なぜ、地場産業的なものが中心になってい

るか というと,や は り,シ ステムハウスの経営基

盤が浅いか らなんです。ですか らPR不 足もあっ

て大方の人は,シ ステムハウスは どうい う会社で

どうい う特徴をもった企業かほとんど把握 してい

ないのが現状です。いきおい営業展開も狭い地域

の中で行わざるを得ないとい うわけです。もしシ

ステムハウス自身が営業的に販売ルー トを広げて

活動しようとすれば,相 当グローバルな展開がで

きるのではないかとも思いますけれ ども,現 実に

はそ うい う余裕がないわけです。

それに,現 在の方向は,特 定のクライアントを

相手にする形です し,そ れで手いっぱいどいうこ

ともあ ります。まあ,そ れで経営が成 り立つとい

うことでもあるわけですが,も し,そ こに営業 コ

ス トをかけて独自に市場を開拓するとなるとたい

へんなコス トアップにな ります し,そ のア ップ分

を現在のクライアン トに請求できるならともかく

適正コス トというのがありますから,よ けいなコ
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ス トは か け られ な い わ け で す。 ま た,だ いた いが

技 術 者 集 団 で す か ら,営 業 コス トに か け る よ り新

製 品 開 発 の コス トに まわ した 方 が い い とい う性格

が強 い です ね 。

渡 辺 私 の 思 い ま す の には,こ れ か らの シス テ ム

ハ ウス は 大 別 して 二 つ の方 向 に 分 かれ て い くの で

は な い か と思 い ます ね 。 一 つ は,三 田 さん の お っ

し ゃる よ うな,技 術 オ リエ ン テ ッ ドで 一 般 の メ ー

カ ーや ユ ー ザ ー に は で き な い高 度 な ソ フ トウエ ア

あ るい は シ ス テ ムを 開発 して い く グル ー プ。 も う

一 つ は ,営 業 主 導 で,自 か らが マ イ コ ン応用 機 器

の メ ー カ ーを 志 向す る もの で す 。

今 日のシステムハウスとは?

渡辺 システムハウスの存在理由,起 源といった

ものは,い ろいろ話のでている通 りですが,マ イ

コンを応用 してい くとい うことか ら考えれば,ハ

ードは確かに量産もきくのですが,ソ フ トウエア

の方は,非 常に生産効率が悪いとい う問題がある

わけですね。同じハー ドでも,ソ フトを替えれば

いろいろに使えるとい うのがマイコンの特徴です

から,考 えようによっては ソフ トの種類は無限に

生じてくるんですが,そ れ らのものを,い ちいち

すべての分野に与えるキャパシディはメーカーに

はないわけです。そこにシステムハウスの必要性

が生 じてくるんですね。私 どもと機器メーカーと

の間に立っての橋渡し役 というお話 もありました

が,ま さしくそ うした役目で,私 どもにとっては

非常に必要度が高いわけですから,業 界を形成し

て健全な発展を図ろうという通産省の指 導 方 針

は,ま ことに適切だと思います。

システムハウスさんに対 しては,い くつかお願

いやら希望があ ります。まず,お 互いに共存共栄

の関係がないと長続きしないのではないかという

観点から,総 合的な関係になっていく必要がある

のではないかとい うことです。たとえば,た また

ま日本のマイコンメーカーは大メーカーが多いと

い うことから,大 メーカーにできない部分がたく

さんあるわけです。そうい う部分をカバーしてい

くということで,シ ステムハウスが 日本ににおい

て成長していく要因になるだろ うと思います。

それから,何 かの特徴が必要だと思いますね。

技術的な面でいえば,常 に先端を行っていること

が大切だと思います。 この世界は,い つでも進歩

していて,変 転 きわまりない業界なのですか ら,

止まっていたのでは,シ ステムハウスさんに仕事

をお願いする価値がな くなるとまでいえるくらい

なのですか ら……。

また,マ イコンの場合は,ソ フ トとハー ドはあ

まり明確に分離 しない方がいいですね。というよ

り分離できないのが当然なんですね。この分はソ

フ トに持たせるか,あ るいはハー ドにまかせるか

ということは,そ のシステムを設計 しなが らオプ

テ ィマムな条件を見い出していくわけですか ら,

ソフ トとハー ドは,一 緒にシステムとして考えて

いかなければな りません。それがシステムハウス

であり,そ うでなければ ソフ トウエアハウスでい

いわけですか らね。

三田 そうですね。私 どものいうソフトは広義の

解釈で,設 計 ・方式,商 品性など全体を含めて利

用技術全部をソフ トと表現 しているわけです。で

すからマイコンのソフ トとい うのは,い わゆるア

ッセンブラーやBASICな どの言語で組んだも

のをソフ トとい うばか りでなく,一 つの商品規格

があって,そ れに対してこうい うマイコンを使っ

たらどうかといったアイデ ィアを含めた設計 レベ

ルでとらえたものを全部 ソフ トと解釈 しているん

です。

渡辺 三田さんのお考えは,た ぶんそうだろうと

は思っているのですが,JIPDECジ ャーナル

を読まれる方の中には,狭 い意味のソフトと取る

方もおられると思ってつけ加えたわけです。

瀬戸屋 通産省の調査では,い わゆる設計だけを

やっているシステムハウスはわずか9%し かあり

ません。これに対して試作をやっているとか量産

をやっているとい うのが31%で すから,か な りの
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シス テ ムハ ウス が ソフ トだ け じ ゃな くハ ー ド志 向

だ とい え る よ うで す ね 。

システムハウスの人 と技術

山村 マイコンセンターの基本問題委員会では,

この点,か な り力点を置いて議論されてきた と思

いますが,い まのみなさんの議論をふまえて全般

的なシステムハ ウスの分析を田中先生にお願いし

ます。

田中 いちばん議論の集中したのは,シ ステムハ

ウスが中小企業性が強いという現状か ら派生 して

くる多 くの問題を,ど のように解決 していった ら

いいか,ど うい う解決方法が考えられるか という

θ田中靖政氏

ことでしたね。それをごくかいつまんでお話 しま

すと,や は り特殊性 と一般性の両方の問題がある

のですが,一 般性では,ま ず人材の問題ですね。

人材もソフ トウエア ・プロパーの専門技術をこな

し得る人材と,経 営ない し企業としての管理能力

のある人材 との2種 類あるわけですが,こ れらの

人材の確保がなかなか容易 じゃない。企業個々で

差があるわけですが,こ の両面の人材をバランス

よく確保することが先決ではないか,こ の辺に一

つの問題があるとい うことです。

第二は技術力の問題です。いい人材が集められ

れば確かに技術が進み,潜 在能力も確保できるわ

けですが,要 は,そ の潜在的な技術能力と企業の

経営能力が不可分になっているということです。

どうい うことかといいますと,経 営主体の潜在能

力とい うのは資本蓄積がある,担 保能力が高く外

部資金の調達力があるといったことですが,こ の

能力がないと企業基盤そのものが向上 しません。

去年,い ろいろな調査をした結果では,シ ステム

ハウスの経営状態は非常によく,減 価償却も含め

て資本の蓄積も比較的 よくなってお りますが,一

般に固定資産が少なく,担 保能力が弱いとい うの

が実感でした。結局,技 術力の担保能力が問われ

るわけですが,形 のない技術力はご存知のように

担保能力が低いわけです。ここから担保能力と技

術を どう組み合わせて経営をするか,バ ランスの

とれた経営体系を どう確立するかとい う課題が生

まれてきますが,各 企業が,産 業つまり企業基盤

をどのようなものと考えるか という点について,

もう少 し独自の企業努力があってもいいのではな

いかとい う意見が委員会では提示されました。こ

れは,妥 当な評価ではなかったかと思いますね。

つけ加えになりますが,も う一つは,企 業間格

差が非常に大きいということです。このことは,

将来のシステムハ ウスの形態に大きな影響を与え

そ うだとい うことです。やや乱暴に問題を単純化

すれば,横 の線を大事にする企業 もでてくるだろ

うし,逆 に縦の線を重視する企業もでてくるだろ

うとい うことです。

前者は,一 つの新 しいプロジェク トごとに自由

に離合集散する柔軟性のあるタイプ,後 者は,特

定クライアン トと縦の上下関係を持って経営して

い くタイプです。また後者は,大 企業をクライア

ントにするケースに多いタイプですが,い ずれに

しても,将 来,シ ステムハウス全体が同じ形態で

発展するとい うのではな く,か な り多 くのバ リエ

ーションを含めた全体を,わ れわれは 「システム

ハ ウス」 と総称するだろうというようなご、とがわ

か ってきたのです。

三田 田中先生のいわれた人材の問題,こ れはほ

んとうに頭の痛いことなんです。中小企業性から

の脱皮とい う課題からしても,寄 らば大樹の陰と

い うような価値観でなく,フ ルに自分の能力を発

揮 してみたいという人材を私たちは歓 迎 して い
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るのですが,い ろいろ要因があって,こ れにも限

界があるんですね。

では,そ うい う制約条件の中で,シ ステムハウ

スの将来展望がないかとい うと必ず しもそ うでは

ないわけです。たとえば人材につい て も,私 ど

もは,木 ヘ ンを取った才,つ まり才能のある人材

を広く求めていきたいと考えています。たとえ一

般の管理体制のもとではなかなか能力が発揮でき

ない。もっといえば一匹狼的で組織になじまない

人材でも,私 たちが求める才能があれば,そ うい

う人材でもなんとか使っていきたいとい うことで

す。そしてむしろ必要な らもっと高度な管理技術

を追求してもいいではないか と思 うわけです。

また,シ ステムハウスは,大 量のマンパ ワーが

なければならないかといえばそ うでもない。シス

テムハ ウスは,あ る意味では少数精鋭主義的なと

ころがありますか ら,こ うい う人間の持っている

能力をフルに発揮させ高めていくことによって企

業の利益を高めていくことが可能だと思います。

ですから,将 来のことを考えると,必 ずしも人間

の頭数だけ増やすとい う企業体ではなさそ うなん

ですね。

では,小 さくてもいいのかとい うと,こ れも一

律にはいえません。それも意味が違ってきます。

われわれとしては,基 本的には,一 台のマイクロ

バスに乗れる人間のグループ化によって企業を運

営 していくが,そ れを大きくす るためには,そ の

マイクロバスを2台,3台 と増やすことによって

会社全体を大きくするのではな く,個 々にたくさ

んの別会社を作っていこうではないかと考えてい

るところです。そのほ うが,今 後の社会の要請に

応えられるのではないかとい うことですね。 この

考え方は,シ ステムハ ウスの中では,あ る程度普

遍化 しています。工業会の中にも,そ うい う方向

に政策的に進んでいる企業がいくつかあります6

山村 規模のメリッ トはあま りないということで

すね。

三田 ええ,あ まりないような気がします。

一 ■
3.今後の課題

山 村 シ ス テ ム ハ ウス の 問題 は ま だ あ る と思 い ま

す が,こ こで 今 後 の マ イ コ ン産 業 の 展 望 に つ い て

お 伺 い した い と思 い ます 。ICと か 半 導 体産 業 は

ど うな るの か,ア プ リケ ーシ ョ ンの展 開は,マ イ コ

ン の普 及 浸透 と社 会 的 イ ンパ ク トの関 係,ヨ ー ロ

ッパ あ た りで具 体 的 に現 れ て い る雇 用 問 題 な ど,

い ろ い ろ な要 素 が あ るわ け です が,こ れ らの問 題

は 今 後,ど う展 開 して い くの で し ょうか。

三 田 私 か ら 口火 を 切 らせ て い た だ くな らば,マ

イ コ ンそ の もの は 確 か に エ レク トロニ クス を 核 に

お い て発 達 した 技 術 です が,現 在 の価 値 づ け は 非

常 に業 際 的 に な って きて い る よ うに思 い ます 。 エ

レ ク トロ ニ クス を や って い な い機 械,土 木,建 築

とい った 一 見 関 係 の な い 業 界 で も,マ イ コ ンが ご

く当 りま え の よ うに 使 わ れ て い るん で す 。 で す か

らシス テ ムハ ウス も,エ レク トロ ニ クス や マ イ コ

ン と関 係 の な い業 界 か ら従 来 と異 質 の 技 術 を 持 っ

た 人 た ち が で て き て新 しい シ ス テ ムハ ウ スを 作 っ

て い く と可 能 性 が あ る の では な いか 。 す で に東 洋

エ ン ジ ニ ア リン グ とか 日揮 とか あ りま す よね 。

渡 辺 シス テ ムハ ウス とい う意 味 で は そ うな ん で

す け ど,マ イ コ ン,シ ス テ ムハ ウス で 考 え れ ば,'

や は りエ レク トロニ ク ス出 身 の 人 が 多 い で す よ。

三 田 そ うな ん です 。 実 際,マ イ コ ンは 目的 で な

く手 段 で あ る とい うこ とに な っ て き ます と,マ イ

コ ンが使 わ れ るア プ リケ ー シ ョンの方 が 主 に な り

ます 。

渡 辺Howto的 に は 逆 に い え ば 石 油 プ ラ ン ト向

け の シ ス テ ムハ ウス,機 械 制 御 向 け の シ ス テ ムハ

ウス とい うも のが で て くる。

三 田 そ うで す 。 そ うい うジ ャ ンル 別 の 特 化 技 術

を も った 細 分 化 が シス テ ムハ ウスに も な され て く

る要 素 が 技 術 的 な 背 景 の 中 に あ るの では な いか と

思 い ます 。
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山村 ヨーロッパあた りでは,マ イコンの雇用に

及ぼす影響についてだいぶ研究 してきているよう

ですが,こ の点は どうなので しょうか。

田中 日本の場合は,あ まり雇用問題への影響は

考える必要はない と思いますね。日本の場合,何

か新 しい分野が開けると自然に人がシフトでぎる

ところがあ りますか らね。早い話が,シ ステムハ

ウスもマイコンができたことでよりその活動分野

が広がっているわけです し,企 業の中でも,そ う

した変化に見合った質的移動が行われています。

これには,日 本の特殊性とい うものを加味してみ

た方がいいですね。 日本人には,一 つの職が先細

りになっても容易に新 しいところにすんな りと移

り,適 応する器用さがあ ります し,企 業もそうし

た事態に対応 して教育投資もしています。こうい

う企業努力は,ア メリカやヨーロッパでもやって

いないわけではないのですが,日 本の方がはるか

に進んでいます。それに 日本の場合,制 度的に変

化のスピー ドを どこかでチェックするようにでき

ています。だか ら新 しい技術の導入,普 及の場合

でも,革 命的にパ ッと突き進むことがありません

から,あ まり危惧する状態にならないんですね。

第二期迎えるマイコン応用

山村 む しろ今後の問題としては,ソ フトウエア

要員の不足とい うほ うが大きいで しょう。

田中 それは非常に大きな課題ですね。

山村 今のテンポでコンピュータリゼーシ ョンが

進んでいけば,日 本人全員がソフ トウエア要員に
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なっても足 りな くなるとい うような予測値もでて

いるらしいですね。

渡辺 それとの関連で前にもいいましたように,

旗印をかかげて広くPRし ないといい人材は集ま

りませんね。システムハウスって何だ,と いう状

態があまり長 く続いてはいけないんです。

山村 それは確かにいえますね。ところで渡辺 さ

ん,マ イコン戦争とい うか半導体産業の急成長 と

い うのはいったいどこまでいくのでしようか。

渡辺 そのお話を始めると長 くなってしまうので

すが,と にかく現在のところは需要がこの二,三

年倍々的に増えていて,各 社 とも精いっぱいの増

産をやってもまだ数が足 りないという状況だった

のです。この需要拡大は,価 格の低下に裏づけ ら

れてきたわけですが,た だ,こ こにきて若干の変

化がでてきていることも確かなんです。価格を見

ても諸材料の値上が りとか石油需給関係の変化に

よるコス トアップ,ア メリカをはじめとしたイン

フレの昂進などにより,歯 止めがかかっています

し,半 導体工場一つ作るにしても,ひ と頃に比べ

ると,何 十倍とい う資金がかかるようになってい

ます。以前は,シ リコンバ レーなんかにベンチャ

ービジネスが続 々と参入してきたものですが,最

近は新 しくできた とい う話は聞きませんし,む し

ろい くつかの会社は姿を消 した り,大 手に吸収合

併されているとい うのが現状です。

山村 そういわれてみると確かにそうですね。一・

つには,半 導体の比例縮尺技術の進歩があります

ね。今の3ミ クロンが1ミ クロンエージになると

設備投資は,3乗 になるといいますから……。

渡辺 だから少しぐらいの資金があっても商売が
L

できなくなってしまったわけです。

とはいえ,超LSIの 普及をはじめとして,集

積度の上昇に対する機能当り単価の低下現象はま

だまだ続いていくことも確かです。集積度もまだ

まだ向上 し,1990年 くらいには,1億 素子ぐらい

のものができるだろうといわれてお ります。それ

でも自然界の生命体に くらべれば何十桁 も低いと
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い う話 も あ ります か ら,ま だ 入 口を 走 って い るに

過 ぎな い と考 え られ るわ け です 。

マ イ コ ンの応 用 面 で も,か な り複 雑 な情 報 処 理

を や る もの が 増 え て き て い ま す。 音 声 処 理,認 識

発 生 とい った 分 野 は,従 来 の マ イ コ ン応 用 に比 べ

る と1桁 か2桁 ぐ らい 多 くの メモ リを必 要 とす る

世 界 です 。 情 報 処 理 の 規 模 が ワ ンス テ ッ プあ が っ

た とい う意 味 で,マ イ コ ン応 用 もい よい よ第二 期

の新 しい 世 代 を 迎 えた とい え るの で は な い か と思

っ て い ます 。 それ だ っ て,ま だ 入 口の 付 近 で,奥

は も っ と もっ と深 い と考 え られ ます 。 そ うい う点

か ら考 え ます と,や は りさ きほ どか ら問 題 に な っ

て い る人 材 が キ ー を握 っ てい る とい うこ とに な り

ます し,メ ー カー,ユ ー ザ ー,あ るい は シ ス テ ム

ハ ウス に つ い て は,新 しい 関 係 の確 立 が 求 め られ

る時 代 に な って い る とい うこ とで し ょう。

知的財産をどう保護するか

三田 技術面といいますか考え方の問題で一つあ

るのですが……。前に,日 本でオリジナ リティの

高いプライマ リ・ソースになるようなマイコンが

作れないかというお話がありましたね。その点に

ついて,私 はこう思っているんです。

いわゆる ミ脳ミのメカニズムが弱 くても,セ ン

サーレベルの た機能ミが高いために,人 間以上の

能力を発揮する野生の動物がたくさんいます。た

とえば,ガ ラガラ蛇は,赤 外線でもってパ ッとネ

ズ ミを捉えます。それと同じで,LSIの 技術が

どんどん進むことによって,イ ンテリジェンシー

のあがったデバイスができると,セ ンサーさえよ

ければ ミ脳ミの機能が単純でも,ア プリケーショ

ンとして相当可能性のあるチ ップができるのでは

あるまいか。そうだとすれば,プ ロの対話の中か

らアイディアを見つけていけばジャパニーズオ リ

ジナル,マ イクロコンピュータとい、うものが生 ま

れる可能性があるのではないでし.比うか。

渡辺 しか しそれには,そ れを消費する太きなマ

ーヶヅトがあるとい う裏づけ力緯 なるか もし一

れませんね。

三田 ええ。ですから,セ ンサーとLSIは 必ず

ジョイン トしてくると思 うのです。そ うするとい

わゆる脳のメカニズムを追求 していくようなLS

Iで なく,単 純なモノエーブルであってもセンサ

ーさえしっか りしておれば,ア プリケーションと

しては,ガ ラガラ蛇の例でなくても,そ の機能に

似たものを作れるのではないか とい う期待が実は

あるわけです。

渡辺 それはよくわか りますが,そ ういうふうに

頭脳部分をくっつけるのがたいへんな技術なので

はないで しょうか。

三田 もちろん,そ れ自体は特殊な技術です。で

も,そ うい う研究も進められていますよね。光フ

ァイバーの研究なんかもその一つだと思いますが

8年 後 とい うことですが,そ んなにはかからない

のじゃないで しょうか。

田中 それ ともう一つこれか らの問題として,こ

うした新 しい知識や技術を法律によってどのよう

に守 っていくか ということがあります。これは何

もハードやソフト,あ るいはシステムハ ウスだけ

に限ったことではなく,日 本全体 として考えなけ

ればいけないことだと思います。つまり,知 的財

産を どのように法的に保護するのか とい うことで

すね。このことは,究 極的にはお金にかかわって

くるわけですから……。企業が力をつけるという

ことは,ま さにそ うした法的に保護され る権利が

支えになるのです。

この点をよく考えないと,日 本のアイディアは

どんどん外国に奪われてしまう,あ るいは後発国

に真似されてしまうとい うことになって しまう。

山村 瀬戸屋 さん,情 報産業全体の施策の中でマ

イコンは どのような位置づけになっているのです

かo

瀬戸屋 マイコンについては,と にか く非常な勢

いで伸びているわけです。そうい う状況の中にあ'

・ヴて. ,三田.さん もいわれたように,こ れからはエー

レク ト官ニクス以外の分野 との連携を深めていく'

9工
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ための場を作っていく必要があるのではないか と

い うことを痛感 しています。これまでもビジネス

の話 し合いはあるので しょうが,ビ ジネスぬきで

話 し合える場をつくることが,日 本全体の情報化

につながってい くのではないかと思います。

日本の べ目玉商品〉へ

山 村 田 中先 生,い ま まで の 議論 の総 ま とめ を …。

田 中 い ま まで の お話 を お聞 き して感 じた こ とで

す が,シ ス テ ム ハ ウス を含 め てマ イ ク ロコ ン ピ ュ

ー タ産 業 は
,名 実 と もに 日本 の 目玉 商 品 に な り得

る もの だ とい うこ とで すね 。 日本 人 の 器 用 さ も全

● コ ー ヒ ー ブ レー ク ●

別にマイホームを購入するというはっきりと

した,目 標を立てて生きてきたわけでもないの

に,偶 然の機会に24坪 のマンションを購入して

しまった。

会社まで2.2キ ロ。歩いて20分ち ょっと,通

勤には最高の場所,学 校も近い し,買 物も便利

まずは仙台市の中心部 とい うところ。郊外に一

戸建てでも建てたら,静 かだし,自 動車も少な

いので,交 通安全の面からもよい し,ま た交通

騒音 もない,ま た30坪 ぐらいの所を購入できた

かもしれない。でも欲をいったら際限がない。

ここを居住の地と決めたのだから,一 番居心地

のよいところだと心に決めて暮そ うと思 う。

6階 に住んでいる。眺めはよい。建物がニョ

キニョキ建っているだけだが,視 界が広く開け

ていることが,心 を満足させてくれているのだ

ろう。また,暖 い。一戸建てより,か な り室温

が高いようだ。
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部ひっくるめて,こ れは是非 とも目玉商品に しな

ければいけません。すでにそうなっているともい

えますが,こ れをもっと強力なものにしてい くた

めには,官,民,学 がどうやって協同していける

かとい うのが一つのポイントだろ うと思います。

やは り知恵とい うものが最初になければ,お そら

く政策もできないで しょうし,政 策がなければ実

行する力も足 りなくな ります。

マイコン技術が,有 望な高度技術であるとい う

前提に立つならば,こ れをもっと突っ込んで,ど

ういうところまでは国が援助 しなければいけない

か,ま た,民 間は民間で,一 方的に国におんぶす

るとい うのではなく,企 業内努力,企 業間協調あ

るいは企業間競争の実をあげて,内 部的にも質の

向上を図るとい う姿勢で,具 体的にどのように問

題に取 り組み,解 決 していくかとい う青写真を作

ることが急務だと思います。

問題解決の青写真を作るとい うことは,政 策面

で も企業努力の基盤づ くりの上でも,非 常に大事

じゃないか,と そんなふ うに感じています。

山村 どうもあ りが とうございました。

マ イホ ーム 長 内 正 治

いつまでここに住むのかな,私 達夫婦が,年

老いて,子 供達が巣立ったら,郊 外の静かな所

に引越 ししようかなと思った りする。中心部 と

郊外 と,そ の双方に住んでみたいなあと。

夫婦だけの小 さい家を買って住 もうかなと。

これから先,ど のような人生がくり広げられる'

のか知らないが,マ イホームは,や は り今まで

の最高の事業であったろ う。

借金も沢山ある。でも返済できない額ではな

い。1ヵ 月1カ 月だんだんと借金は 減 る だ け

だ。重荷が軽 くなってい くのだから,こ 刀から

は気軽に生きていけそうだ,借 金も財産の うち

と思って楽しく生きていこう。

まず健康だ。私 も子供 も藝も体には十分気を

つけるように言 ってある。体が丈夫であれば必

ずや困難はきりぬけられ ると信 じて い るか ら

だ。(お さない まさはる 東北電力㈱ 情報

システム室)
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〈昭和54年 度事業報告書か ら〉

当協会は昭和54年 度事業として情報処理およ

び情報産業に関する調査,研 究,開 発,教 育,

コンサルテーション,普 及 ・啓蒙,国 際交流,

など各種の事業を実施 した。この うち,調 査,

研究,開 発に関する事業のなかから,一 部を報

告書の抜奉または要約により紹介する。

欧 州に おけ る ネ ッ トワ ーク ・

ユ ー テ リテ ィの現 状 と動 向

(54-ROO2)

概 要

イ ギ リス,フ ラ ン ス,西 ドイ ツ,イ タ リアの ヨ

一 口 ヅパ主 要 国 に お け る ネ ヅ トワー クユ ー テ ィ リ

テ ィ展 開 の 実情 を 把握 す るた め,こ れ ら諸 国 の官

庁,研 究所,メ ー カー,コ ンサ ル タ ン ト会 社 な ど

12ヵ 所 を 訪 門,調 査 した 結 果 を と りま とめ た もの 。

な お,参 考 資 料 と してEuronet,英 独仏 三 国 の

デ ー タ伝 達 サ ー ビスに 関 す る資 料 な どを載 せ て い

る。

主 な 内 容

・新 デ ー タ網 サ ー ビス

各 国 と も公 衆 電 気 通 信 の独 占 政策 は堅 持 して,

多 様 化 す る エー ズ と調 整 を は か りつ っ,新 デ ー タ、

網 の構 築 に 熱 心 に 取 り組 んで お り,い わゆ るVA

Nに 対 して は一 様 に 拒 絶 反 応 を 示 して い る。

ヨー ロ ッパ全 域 にわ た る新 デ ー タ網 の 構 築 が 進

捗 し,2～3年 後 に 相互 接 続 が 可 能 と な れ ぽ,

Euronetの 存在 理 由 が薄 くな る よ うな 印象 を 受 け

る。

・デ ー タ処 理 お よび デ ー タベ ー ス

ヨー ロ ッパ諸 国に は,デ ー タベ ー スを は じめ,

ネ ッ トワー ク・ユ ーテ ィ リテ ィに 関 し,ア メ リカ と

の 関 係 に お け る危 機 感,対 抗 意 識 が強 く,ヨ ー ロ

ッパ諸 国 が 結束 し,ア メ リカ との格 差 を縮 少 しよ

うと意 図 して い る。 即 ちEuronetを 核 と した デ

ー タベ ー ス の共 同利 用,さ らに は 各 国 間 の パ ケ ッ

ト交 換 網 サ ー ビス は これ に 沿 うも ので あ り,各 国

間 で コン パ テ ィ ビ リテ ィの あ る技 術 の開 発 が 進 め

られ て い る。

・画 像 号{ビ ス とオ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン

各 国 と も エ レク トロニ クス,コ ン ピ ェー タ,事

務 機 器 の発 展 とこれ らを コ ミュ ニ ケ ー シ ョン に ょ

って統 合 した オ フ ィス ・オ ー トメー シ 冒ンに 深 い



関心 を持 って,研 究開 発 が進 め られ て い る。 こ の

中 で 通信 の立 場 か らい え ば,テ レ ッ クス,テ レフ

ァ ックス,さ らに は そ の延 長線 上 に あ る電 子 メ イ

ル が 今後 の柱 とな る で あ ろ う。

オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン実現 への 道

ア メ リカ に見 る展 開と将来

(54-ROO3)

概 要

最 近 わ が 国 で も注 目を 集 め て い る オ フ ィス ・オ

ー トメー シ ョン に つ い て,先 進 国 で あ る ア メ リカ

の 実情 を調 査 し,そ の 方 向 を探 るた め,昭 和53年

度(報 告 書 「ア メ リカに お け る オ フ ィス ・オ ー ト

メー シ 。ン:そ の 現状 と将 来 」53-ROO1)に 引 続

き と りま とめ た もの。

主 な 内 容

オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン の背 景 は,製 造 部

門 に お け る 生産 性 の 著 しい 向上 の一 方,事 務 処 理

部 門一 い わ ゆ るオ フ ィスー の 労働 集 約 的 構 造 の強

化 が 目立 ち,問 題 化 しつ つ あ る 中で,コ ン ピ ェー

タお よび 関連 技 術 の 発 展 が そ の解 決 の可 能 性 を示

した とい う こ とに あ る。 そ して オ フ ィス労 働 の分

析 に よ り,組 織 内 コ ミュ ニ ケー シ ョン効 率 の改 善

が 生 産 性 の 向 上 に 最 も大 き な寄 与 を も た ら す こ

と,さ らに,こ れ を 側 面援 助 す る形 で デ ス ク ・ワ

ー クの 効 率 化 も図 らな けれ ぽ な らな い こ とが 明 ら

か に され た 。 オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンは,基

本 的 に は この コ ミュ ニ ケー シ ョン の険 路 を 解 決 し

よ うとす る もの で あ る。

す な わ ち,オ フ ィス ・ナ ー トメー シ ョンは,装

置,組 織 そ して 人 間 の 新 しい調 和 と発展 を図 ろ う

とす る統 合 シス テ ム概 念 で あ る。 先 進 ユ ーザ は,

様 々な ア プ ロー チ で オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン

の実 現 を 図 り,ま た先 駆 的 な ベ ン ダー は,そ のた

め の装 置,サ ー ビス 等 を 開 発 して い る。

本 報 告 書 で は,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ,フ ァ ク シ

ミ リ,マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ヅ グス,マ ル チ フ ァ ン ク シ
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ヨン ・シ ステ ム,イ ン テ リジ ェン ト ・コ ピヤ ー,テ

ンビ会 議 な どの オ フ ィス ・オ ー トメー シ ・ン関 連

の シス テ ム,機 器 の動 向 と米 国 に おけ る先 進 的 ユ

ー ザ ,メ ー カな ど8社 の動 向が 述 べ られ てい る。

1わ が 国 情 報 処 理 の 将 来

動 向(il)

(54-ROO4)

概 要

1980年 代中ぽにおける,企 業 ・社会 ・個人の三

分野の情報化及び情報処理の動向について,昭 和

53年 度(報 告書,「 わが国情報処理の将来動向」

53-ROO4)の 調査結果をもとに提示した情 報 化

シナ リオに対する有識者の意見を分析 ・整理 し,

その動向を明らかにするとともにさらに,各 方面

に対する提言をも加えてとりまとめた もの。

主 な 内 容

現在,企 業の情報処理分野で最大の変化は分散

処理であ り,最 大の期待は,日 本語情報処理を含

むオフィス ・オー トメーシ。ンであって,最 大の

問題はソフトウェアへのニーズの高 まりと,そ れ

に対する生産性の低迷である。

社会 システムにおいては医療,資 源エネルギー,

環境問題のプロジェクトが急伸 してお り,今 後の

社会システムの方向を示 している。

また,SO年 代中期における個人 ・家庭の生活は,

余暇社会,学 習社会への指向を強めることか ら生

活情報に対するニーズが増大し,し かも次第に受'

手主導の情報が求められることになるだろうと言

われている。

このような観点から,本 調査では,有 識者の意

見を中心に80年代の各分野の動向を分析 し,考 察

を行った。なお,80年 代の情報処理について有識

者の意見を要約す ると以下の通 りである。

①80年 代における情報処理は,国 民生活の全て

の分野と社会的活動の全ての水準において展開

されることになる。これからは,情報処理システ

、
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ムの消費は専門的訓練をうけていないエンド・

ユーザ,つ まり一般大衆となる。これにともな

い,情 報処理システムの性格は個別化し,多 様

化するであろう。

②80年 代の企業における情報システムは小型

システムの増大によって特徴づけられる。従来,

システム利用経験をもたず,シ ステム要員を も

たぬ小企業に,小 型システムが展開する。また,

ソフトウエアの要求に対す る生産能 力 の不 足

が,さ らに顕著になる。

③大規模な社会システムの構築については,

かな らずこれに対する苦情処理システムを内蔵

することがその前提 となる。つまり,合 意形成

情報系がなけれぽならない。

④国民の各人は,ひ としく公平に,公 共的情

報を利用しうることを保証されなければならな

い。と同時に,各 人のプライバシーは保護され

なけれぽならない。さらに個人は,情 報を主体

的に選択 し,主 体的に利用 しうるような,制 度

上,技 術上の手段が確立される必要がある。

新データ網への意見 と総合ネッ トワー

クへのユーザ ・ビジョン中間報告

(54-ROO6)

概 要

わが国のオンライン ・システム推進を図るため

当協会オンライン推進委員会で,ナ ンライン ・ユ

ーザの立場からとりまとめた新データ網サービス

(特にパケット交換サービス)に 対する意見書及

び総合的なネットワークのユーザビジ・ンに関す

る検討の中間報告を収録したもの。

なお,こ のほか,参 考資料としてEDPユ ーザ

団体連合会,日 本情報センター協会から出された

パケット交換サービスに対する要望等を載ぜてい

る。

主 な 内 容

新データ網サービネに関する意見書は,① パケ

ット網の付加機能の範囲を限定すべきこと,② 現

在使用されている端末機及びコンピュータは公平

にパケヅト網に接続されるよう措置されるべきこ

と,③ 国内パケットサービスと国際サービスとの

間で各種の利用基準に異同のないこと,④ 料金は

国際的な水準よ り高 くならないこと,⑤ 現在の回

線利用制限を撤廃すべきこと,な どを指摘 し,さ

らに同委員会が昭和53年 末に行 ったオンライン ・

システム振興に関する基本提言を再び強調 してい

る。総合ネットワークへのユーザ・ビジ ョンでは,

オンライン ・システムが取扱 うデジタル化 したフ

ァクシ ミリ,画 像,音 声,映 像等の多様化する情

報 と,そ れに伴 って複雑化する伝送路について,

効率的かつ経済的な組合せ及び選択が重要な課題

となっている。

本年度では,① 情報の型態による伝送路の選択

と異種型情報の複合伝送路の選択,② データベー

スの利用,③ 通信機能の集中と分散,④ 各種イン

タフェース,プ ロトコルの標準化への見通 しにつ

いて検討を行いユーザ ・ビジョンの中間報告とし

てとりまとめている。

システム監査実施への道

(54-ROO7)

概 要

昭和49年 度から6カ 年にわた り実施してきたシ

ステム監査に関する調査研究の集大成 として,シ

ステム監査基準(試案)を とりまとめるとともに,

企業等がシステム監査を実施する際のガイドライ

ンを示す とともに,これ までの調査研究を踏まえ,

政府及び企業の経営者(ト ップ ・マネジメン ト)

に対する提言をとりまとめているい

主 な 内 容

従来,監 査 とは業務活動の結果を調査 して,こ

れに基づ く意見を表明するものであ玩 業務の事

後評価としての認識が一一般的であったsし か,し,



コ ン ピ ェー タ ・シス テ ムに は 多 額 の投 資 が行 わ れ

て い るた め,現 行 シ ス テ ムの 変 更,改 善 等 を 助 言 ・

勧 告 して も,そ れ を 実 行 す るに は あ ま りに も経 済

的 ・時 間 的 に 多 大 の損 失 を まね くこ とが あ る。

そ こで シ ス テ ム監 査 の場 合 に は,企 画 レベ ルー

開 発 レベ ルー 稼 働 レベ ル の各 段 階 で と らえ る必 要

が あ る。

本 報 告 書 で は,シ ス テ ム監 査 の概 念,計 画 の 実

施,報 告 な どを 明確 にす る と と もに,実 際 の 実 務

に 役 立 つ よ う,シ ス テ ム開 発 ・運 用 の チ ェ ッ ク ・

ポ イ ン トを ブ レー ク ダ ウ ン して示 してい る。

さ らに,シ ステ ム監 査 に 関す る基 本 事 項 を シ ス

テ ム監 査 基 準(試 案)と い う形 で 集約 し,シ ス テ

ム監 査 に 取 組 む 企 業 の 指 針 と して い る。

また,参 考 資 料 と して,東 証 一 部 上場 企業 に対

して行 った,わ が 国 で は初 め て の本 格 的 な シス テ

ム監 査 の 実態 調 査 の結 果 を載 せ てい る。

わ が 国 にお け る

マ イ ク ロコ ンピ ュー タ産業

システムハウスの業界形成を考える

(54-ROO8)

概 要

マイコンの応用の発展に伴い,業 界にも種々の

問題が生じている現状にあって昭和53年 度(同 名

報告書53-ROO8)に 引き続き,基 本問題調査と

して,シ ステムハウスの業界形成に関する諸要因

の分析と考察を行ったもの。

主 な 内 宴

システムハウス業界を形成するるあた って,各

種の利害得失あるいは 「トンー ドオフ」の発生が

予想される。本報告書においてシステムハウス業

界形成に伴 う 「トレー ドオフ」の検討に適用され

た主要な基準は

田個 々のシステムハウスか ら見た場合に考え ら

れ る利得

{2)チヅプメーカ側から見た場合考えられる利得

{3}a-一ザ(OEMも 含む)側 から見た場合に考
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え られ る利 得

(4}マイ ク ロコ ン ピ ェー タ振 興 セ ン ター か ら見 た

場 合 に 考 え られ る利 得

㈲ 金 融 面 か ら見 た 場 合 に 考 え られ る利 得

{6}国際 交 流 面 か ら見 た 場 合 に 考 え られ る利 得

(7)損失(デ メ リ ヅ ト)と して 特 に 留 意 す べ き点

以上 の 諸基 準 を用 い て検 討 した 結 果,シ ス テ ム

ハ ウス業 界形 成 に 係 る 「ト レー ドオ フ」 の バ ラ ン

ス シー トは,業 界 の形 成 に対 して概 ね有 利 で あ る

との結 論 に 達 した 。 しか し,現 状 に お け る個 々の

シス テ ムハ ウス 企 業 は,財 産 基 盤,経 営 能 力,人

材 の獲 得 な どに 関 して,な お問 題 が 残 され て い る。

マイ ク ロコ ン ピュー タ

応 用上 の課 題 と展 望

(54-ROO9)

概 要

昭 和53年 度 に マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの応 用 分 野

に お け る現 状 と基 本的 問題 につ い て調 査 した 報 告

書 「応 用 か らみ た マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ技 術 の

現状 と課 題,53-ROO9」 に 引続 き本 年 度 は,ハ ー

ドウエ ア,ソ フ トウエ アな どの応 用 技 術 を調 査 し

た結 果 を の べ,さ らに マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ応

用 製 品 の 商 品 性 に つ い て 考 察 して い る。

主 な 内 容

・ワン チ ップ マ イ コ ン

4ビ ッF形 ワン チ ップマ イ コン は 生産 量 の90%

近 くを 占 め,そ の ほ とん どが 民生,家 電 分 野 に利'

用 さ れ て い るが,ア ー キ テ クチ ャや メモ リ容 量 な

どに 制 約 が あ り,応 用 の 質 的 拡 大 と向上 を阻 む ネ
し

ッ クとな って い る。

・汎 用 マ イ ク ロプ ロセ ッサ

現 在8ビ ッ ト形 が 主 流 で あ るが,16ピ ッ ト形 も

実 用 化 の域 に入 り,ま た バ イ ポ ー ラ素 子 に よ る ビ

ッ トス ライ ス形 も進 出 して い る。

汎 用 形 で は高 位 言 語 の利 用 に 対 す る ニー ズが 高

く,そ の利 用 は 広が って い く もの とみ られ る。
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・周 辺機 器

入 出 力機 器,外 部 記 憶 装置 な ど種 類 が豊 富 に な

り,小 型 ・低 価 格化 の 傾 向 を た ど って い る。

・ソフ トウ ェア

ワン チ ップ形 で は 機 械 語 アセ ン ブ ラで 開 発 が 行

わ れ てい る のに 対 し,汎 用 形 で は ハ ー ドウエ アや

ア ー キ テ クチ ャか ら独 立 した 高 位 言語 の利 用 が重

視 され てい る。

また マ イ コ ン用 の軽 装OSの ニ ー ズ も高 く,今

後 ます ます 発展 して い くであ ろ う。 これ らのOS

も含 め,マ イ コン用 の ソフ トウエ ア の設 計 思 想,

開 発技 術 も再 検 討 が 必 要 な時 期 に きて い る。

・サ ポ ー トシ ス テ ム

8ピ ッ ト形 に 対 す る ハ ー ドウエ ア ・サ ポ ー ト,

ソフ トウエ ア ・サ ポー トが主 流 で か な り整 備 され

て い る もの の,ビ ッ ト数 の 多 い もの に移 行 す る と

と もに,大 幅 な変 更 を迫 られ る こ とが 予 想 され る。

分散型 リソース処理技術の

研 究 開 発
(分散 型 デ ータ ベ ー ス シ ステ ム)(54

-SOO1)

概 要

昭 和52年 度 よ り3カ 年 計 画 で 実 施 して きた 「分

散 型 リ ソー ス処理 技 術 の研 究 開 発」 の一 環 と して

の分 散 処 理 に お け る リ ソー スの 統 合 に 関 す る研 究

開 発 につ い て そ の成 果 を と りま とめ た もの。 内 容

は,日}分 散 型 デ ー タベ ー ス シ ス テ ムの技 術動 向,

②設 計 ア プ ロt-nチ全 体,(3)ア ー キテ クチ ャ(四 層

ス キ ー マ構 造,ネ ッ トワー クデ ー タデ ィ レ ク トリ,

統 一 アー キ テ クチ ャ等),{4}ク リア リン グ情 報 生

成 シス テ ム(異 種 性情 報,分 散 情 報 生 成 各 サ ブ シ

ス テ ム)と 問 合 せ 処理 シス テ ム(問 合 せ 変 換,問

合 せ 分 割 各 サ ブ シ ステ ム),{5吟 後 の課 題 な ど

とな って い る。

主 な 内 容

・本 プ ロ ジ ェク トに お け る成 果

ω 分 散 型 デ ー タベ ー ス シス テ ムの全 体 ア ー キ ク

チ ャと して の 四 層 ス キ ーーマue造(FSS)概 念 を

確 立 した 。 ② 四 層 ス キー マ構 造 に基 づ い た スキ ー

マ設 計 法 と必 要 情 報 と して 次 の もの を 明 ら か に

し,実 現 した 。

(a)局所 内 部 ス キ ーVか ら局 所 概 念 ス キ ー マの 生

成(同 種 化)と 異 種 性 情 報(HI),(b)局 所 概

念 ス キ ー マか ら全 体 概 念 ス キ ー マ の生 成(統 合

化)と 分 散 情 報(DI)。

{4)四層 ス キ ー マ構 造 に基 づ いた ア クセ ス方 法 と

して次 の もの を 明 らか に し,実 現 した 。

(a)局所 概 念 ス キ ー マ層 の問 合せ(LCS問 合 せ)

か ら局所 内 部 スキ ・一マ 層 の ア クセ ス言 語(LI

S・DML)に よ る プ ロ グ ラ ムの 生成(問 合 せ

変 換)。(b)全 体 概 念 ス キ ー マ層 の問 合 せ(GCS

問 合 せ)か ら局所 概 念 ス キ ー マ 層 の 問 合せ(L

CS問 合 せ)の 生 成(問 合 せ 分 割)。

これ らは,分 散 型 デ ー タベ ー ス シ ス テ ムを考 え

る上 で,最 も基 本 とな る点 で あ る。 本 プ ロジ ェ ク

トに お い て,分 散 型 デ ー タペ ニ ス シス テ ム,特 に

統 合 型(bottom-up)シ ス テ ムの基 本 機 能 を実 現

し得 た と考 え て い る。{1)の 四 層 ス キ ー マ構 造(F

SS)と,(3)の ア クセ ス機 能 とは,分 割 型(top-

down)分 散 型 デ ー タベ ー ス シス テ ムに 対 して も適

用 可 能 であ る。 これ らの基 本機 能 の うえ に,本 格

的 分 散 型 デ ー タベ ー ス シ ステ ムを 実 現 して い くた

め に は,更 に 次 の点 を 検 討 して い く必 要 が あ る。

① 制 御 機 能 と通 信 プ ロ トコ ル,② 更 新 ア クセ ス

機 能,③ 全 体 概 念 ス キ ー マ層 か ら外 部 スキ ーマ 層

の生 成(特 殊 化(specialization))と 外 部 スキ ー マ

層 の問 合 せ か ら全 体 概 念 ス キ ー マ層 の 問 合 せ 生 成

(一般 化(9eneraliZation)),④ ア プ リケ ー シ ョン。

分散型 リソース処理技術の

(日本語情報処理)
研 究 開 発

(54--SoO1)

概 要

昭和52年 度より3カ 年計画で実施してきた 「分
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●JIPDEC事 業成果の概要 ●●

散 型 リソー ス処 理 技 術 の研 究 開 発」 の一 環 と して

の 日本 語情 報 処 理技 術 に 関 す る研 究 開 発 につ い て

そ の成 果 を と りま とめ た もの で,(1}研 究 開 発 の背

景 と経 過,② 日本 語 情 報 処 理,オ フ ィス オ ー トメ

ー シ 。ン機 器 の 技 術 動 向,日 本 語 デー ベ ー ス,テ

ー ブル ウ ェアな どの 研 究 事 例,関 連技 術 の 展 望,

(3田 本 語 端 末 の モ デ ル 開 発(試 作,実 験)及 び ソ フ

トウエ ア の概 要,出 力例 な ど とな って い る。

主 な 内 容

・日本 語 端 末 モ デ ル(ス タ ン ドア ロ ン型 簡 易 ワー

ドプ ロセ ッサ 「日本語 文書 作成 シス テ ム」)の

概 要 。(下 図 参 照)

日本語端末の構成と機能

〔構成〕

デ ィス プ レイ ・モ ニ

タ、 リフ レ ッシュ方

式32KB

入力キーボー ド(JI

S型/簡 易型順配列)

端末制御装置

マイクロプロセ ッサ

64KB

日本語端末の基本構成

〔機 能 〕

端 末 側

入 力変 換 モ ジュ ール

[
文字 パ ター ン発 生 モ ジュー ル

表示 ・出 力編 集 モ ジ ュール

変換 辞 書管理/文 字 パ ター ン管理

文字発生器

セ ン タ

コ ンピ ュー タ

直
結
ま
た
は
回
線

日本語情 報

デー タベ ース

変 換 辞書

デー タベー ス

文字 パ ター ン

デー タベ ース

日本語情報処理システムの概念と端末の位置づけ

セ ンタ コン ピュー タ側

日本 語情 報 デー タベ ー ス管 理 システ ム

[
変換 辞書 デ ー タベ ー ス管理 シス テ ム

文字 パ ター ン ・デー タベ ー ス管理 システ ム

各 種 アプ リケー シ ョ ン ・シ ステ ム

昭 和54年 度 事 業 報 告 書

分 類 番 号

54-ROO2

54-ROO3

54-ROO4

54-ROO5

54-・ROO6

54-ROO7

54-Reo8

54-ROO9

54-SOO1

54--SOO1

54-SOO3

題 名

欧州 主 要 国 にお けるネットワーク ・ユ ーテ ィリテ ィの現 状 と動 向

オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン実現 へ の道

わ が国 情 報 処理 の将来 動 向(ll)

オ ンラ イ ン需要 調 査報 告 書

新 データ網への意見 と総 合ネットワークへのユーザビジョン中間報告
システ ム監 査 実 施 へ の道 標

我 が国 にお け るマ イク ロ ・コ ン ピュー タ産 業
マ イ クロ コン ピュ ー タ応 用 上 の課 題 と展 望

分散型 リソース処理技術の研究開発(分 散型データベー
ス システム)2分用

分散型 リソース処理技術の研究開発(日 本語情報処理)

マイクロコンピュータ応 用に関す る委託開発報告書

COMPUTERWHITEPAPER,79

頒 布 価

(一 般)

2,500

1,800

1,900

1,800

2,100

2,500

1つ700

2,500

54-SOO1セ ッ 、トle,300

8,000

3,000

900

3.500

●申込み ・問合 せ先(財)日 本情#処 理 開発B会/普 及課tt(434)8211内 線535

格

(賛 助 会 員)

2,000

1,500

1,500

1,500

11700

2,000

1,400

2,000

8,200

6,400

2,400

700

2,800
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ミセ キ
ュ リ テ ィ.へ の 一 提 言

竹 田 義 則

エスカレー トす る販売競争

コ ン ピュ ー タ の販 売 競 争 は,ま す ます 激 化 の 様

相 を呈 して い る。

この20数 年 間 で,コ ン ピ ュー タ の価 格 は 恐 ら く

数 十 分 の一 に 低 下 した 。 主記 憶 装 置(メ モ リ)だ

け でみ れ ば,百 万 分 の 一 以 下 に な った と考 え て よ

い 。顧 客 サ イ ドか らす れ ば,よ りプ ライ ス ・パ フ

ォー マ ンス の 高 い コ ン ピ ュー タを,常 に メ ー カ ー

か ら提 供 され 続 け て きた こ とに な る。 顧 客 に とっ

ては,ま さに ミ福 音 ミ とい うこ とに な るが,メ ー

カ ー に と っ て の コス トダ ウ ン競 争 一 つ ま り技 術

革 新 競 争 は,壮 絶 そ の もの な ので あ る。

この技 術 革 新 競 争は,今 後 も絶 え間 な く続 け ら

れ て い く。 しか も急 テ ンポ で展 開 され る に違 い な

い 。 そ して,こ の 技 術革 新 競 争 に破 れ た メ ー カ ー

が,世 界 の コ ン ピ ュ ー タ戦 線 か ら後 退 を 余儀 な く

、され て しま うので あ る。

コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム価 格 は,毎 年,お よそ

.6%培7%の 顧 がぴ 予察 紅 ㌔'翻メ三i

カー各社は,こ の程度の値下が りを見込んで売 り

上げ高と利益計画を設定する。

このことは,前 年度と同程度のコンピュータ∴

システムの販売を見込むことは,確 実に売り上げ

高が減少することを意味する。前年度と同等以上

の売 り上げ高を確保するためには,前 年度より,

10%程 度は販売システム数を上積み しなければな

らない。

「販売台数は確実に伸びるが,売 り上げ高を伸

ばすことは,な かなか大変なことだ。」コンピュー

タ各社の首脳は,異 口同音に語るのである。

そ の結 果 コン ビ・ 一 夕 の販 売 は ・ ます 茸 プ、

レ ・シ ・一が ・々か る・ 販 売 競 争 は 一 段 とエ ス カ レ,

一 ト し,そ の 炎 は決 して衰 え る こ とは ない 。

IBMを 抜い た国 産 メーカ"一一

こうした コンピュータ業界のきび しい環境下に

あって,富 士通が昭和54年 度決算で遂に日本アイ
・:ピー ・エム波 き念願の ト。プの座につし・た。{

二適 建Q決 算期が違 うρ駕 もちるん正確な比蜘



は む ず か しい が,日 本IBMの 売 り上 げ 高 が3242

億4500万 円(昭 和54年1月 一12月)に 対 し,富 士

通 は3267億5200万 円(昭 和54年4月 一55年3月)

と,日 本IBMを25億700万 円 の差 で お さ え,初

め て トップ の座 を奪 った の で あ る。 富 士 通 の計 画

か らす れ ば,両 社 の格 差 は,こ れ を機 に一 層 拡 大

して い く こ とに な る 。富 士通 は,わ が 国 の コン ピ

ュ ータ 最 大 の メー カー と して の地 位 を不 動 の も の

に した とみ て よい だ ろ う。

この こ とは 何 を 意 味 す るの だ ろ うか 。 国産 コ ン

ピュ ー タは,通 産 省 の指 導 育 成 の も とに成 長 して

きた 。 現 在 に お い て も,官 公 庁 関 係 の コ ン ピ ュー

タ には,IBMを は じめ 外 資 系 コ ン ピ ュー タの進

出 は極 め て 困難 な状 況 下 に あ り,い ぜ ん 実 質的 に

国 産 コ ン ピ ュー タ と外 資 系 コ ン ピュ ー タの 間 に,

ミ格 差
.が 存 在 して い る のは 事 実 で あ る。

それ は さて 置 き,富 士 通が 日本IBMか ら ト ッ

プ の座 を奪 った こ とは,ハ ー ドウエ ア に関 して は

国 産 コ ン ピ ュ ー タの 水 準 が 国 際 レベル に達 す る と

共 に,IBMと 比 較 して も決 して遜 色 が ない こ と

を 意 味 して い る。

い や,む しろ,国 産 の方 が,IBMよ り もプ ラ

イ ス ・パ フ ォーマ ン スに お い て優 れ て い る とみ て

も差 し支 え ない だ ろ う。

問題 は ソフ トウ エ ア だ。 現 段 階 に お い て は確 か

に 国 産 メ ー カ ー はIBMの 後 塵 を 拝 して い る。全

体 的 に み て3-4年 程 度 の遅 れ は あ る。 しか し,

ひ と頃 の10年 の格 差 と言 われ た の に比 較 す れ ば,

この 差 も随 分縮 め られ た 。1980年 代 も 中ば に は,

国産 メ ー カー もIBMを 射 程 距離 内 に と らえ る こ

とが で き よ う。 名 実 共 に,国 産 メ ー カ ーが,IB

Mと 比 肩 で き る時 代 が,も うす ぐそ こに来 てい る

の で あ る。

コンピュータは両刃の剣

ところで,コ ンピュータの急速な発展と普及に

よって,ま た情報化社会も急テンポな発展を遂げ

てきた。
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ベセ キ ュ リテ ィ〉 への 一提言 □口 口

わが国のコンビ=■一一タ保有台数はすでに5万 台

を突破 し,ア メリカに次いで世界第2位 のコンピ

ュータ王国を誇示 している。

われわれの日常生活を見渡すと,コ ンピュータ

の恩恵をいかに多く享受 しているかに,改 めて驚

くのである。

現代文明とは,コ ンピュータ文明を意味する。

コンピュータは,そ の急速な技術革新によって,

よりわれわれの生活に浸透 しようとしている。 コ

ンピェータ文明の究極の目的でもあるコンピュー

トピアの建設 も,そ う遠い夢物語ではなくなって

きている。

しかし,そ の半面,コ ンピュータの普及による

ミ弊害
.も 無視することはできない。コンピュー

タは,両 刃の剣だとい うことである。

その代表的例一 とくにわれわれの生活に密接

な関係があるものとして挙げられ るのが個人のプ

ライバシーの侵害問題である。

高度な情報化社会が構築されるに伴い,個 人の

プライバシー問題は,深 刻な社会問題にさえな り

かねない。

アメリカをは じめ西 ドイツ,カ ナダ,フ ランス

オース トリアなどの欧米諸国では,プ ライバシー

保護対策に積極的な姿勢で取 り組んでいるのが現

状である。

情報化社会 とは,情 報内容を的確にとらえ利用

する者が社会的に優位を占め,そ うでない者は他

に遅れを取 る仕組みの社会(三 省堂 ・新明解国語

辞典)の ことである。 ・

コンピュータの普及によって,大 量のデータが

迅速に処理されるようになった。その結果,企 業

や国は,よ り多くのデータを収集 し分析 して利用

しようとしている。

従来,ま ったく何らの価値も持たなかったデー

タが,貴 重な価値を持つようになったのである。

プ ライバシー保護をどう実現するか

企業間競争の道具として,も はやコンピュータ
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は不可欠の道具である。したがって,企 業間競争

の優劣は,も ちろん製品の品質,価 格,デ ザイン

など様々な要素を無視することはできないが,そ

れだけでは決定的な決め手とはならないのが,現

代社会一 つまり高度なコンピュータ社会の特性

なのである。

つまり,企 業戦略の展開,販 売戦略に しても,

製品開発戦略の展開にしても,そ の戦略が高度化

すればするほど,外 部情報,し かも正確で大量の

外部情報が必要なのである。

大胆な言い方をすれば,競 争条件が同一であれ

ば,コ ンピュータの利用技術と収集できる外部情

報の こ質ミと 漬 。が,競 争の結果を決定するこ

とになる。

その結果,わ れわれの日常生活を含めたあらゆ

るデータは,企 業にとって戦略展開上の貴重なデ

ータとして,食 欲なまでにむ しり取 られ,ミ裸ミ同

然 とされているのが,き びしい現実なのである。

こうした現状から,市 民生活を擁護するため,

スウェーデンが1973年5月 にデータ法を制定 した

ほか,ア メ リカが1974年12月 に74年 プライバシー

法,カ ナダが1977年7月 にカナダ人権法,西 ドイ

ツが1977年1月 に連邦データ保護法,フ ランスが

1978年1月 に情報処理 ・蓄積 と自由に関する法律

などを相次ぎ制定 した。

このほかオース トリア,ベ ルギ「 ルクセンブ

ルグ,ノ ル ウェー,デ ンマークな どの各国でもす

でに施行 している。

各国のプライバシー法の内容は,国 情に よって

若干の相違はあるが,プ ライバシー法の制定理由

に関 して,情 報化社会の構築をこのまま放置して

おけば,コ ンピュータが人間の犯すべか らざる領

域にまで侵入する危険性を指摘 している。

遅れているわが国のプライバ シー対策

プライバシー法は,人 間が人間としての尊厳を

守るために,ど うしても必要なものなのである。

これに対 しわが国の現状は どうか。OECD加

盟 国 の うち,プ ライ バ シ ー法 の制 定 に着 手 してい

な い の は,わ が 国 とエ ジ プ トな どわず か数 ヵ国 に

過 ぎな い 。

わ が 国は コ ン ピ ュー タ の保 有 台 数 で は 確 か に ア

メ リカ に 次 い で 第2位 か も知 れ ない が,個 人 の プ

ライ バ シ ー保 護 対 策 に つ い て は,ま った くの後 進

国 と言 わ ざ るを え な い 。

コ ン ピュ ー タ社 会 の陽 の 当 た る面 だ け が極 端 に

強 調 され,そ の影 の部 分 が,ま った く無 視 され て

お り,プ ライ バ シ ー侵 害 の危 険 は さ らに 高 ま る と

共 に,管 理 社 会 の弊 害 す ら懸 念 され つ つ あ る。

この 個 人 の プ ライ バ シー 保護 な どの問 題 は,ひ

と り コン ピュ ー タ の ユ ーザ ーだ け の 問題 と して片

付 け る こ とは で き ない 。

コ ン ピ ュー タメ ー カ ー の社 会 的 責 任 の 一 つ に プ

ライ バ シ ー問 題 が 当然 の こ と と して 取 り上 げ られ

な け れ ば な らな い 。 これ が コ ン ピ ュー タ セキ ュ リ

テ ィの問 題 で あ る。

もち ろ ん,コ ン ピュ ー タセ キ ュ リテ ィのす べ て

が,プ ライ パ ー シ ー問 題 で は な い 。 コ ン ピ ュー タ

セ キ ュ リテ ィの裏 返 しに プ ライ バ シ ーが あ るか,

そ の 一 部 を 構 成 して い る に過 ぎ ない 。 しか し重 要

な 一 部 で あ る こ とは 間 違 い ない 。

メーカーの責任のあり方

メーカーサイ ドか らすれば,コ ンピュータに蓄

積されているデータを,い かに安全に保護するか

が課せ られた命題であり,こ れがセキュリティで

ある。具体的にはコンピュータ内のデータを不法

な破壊,変 更あるいは開示から守ることである。

つまり,コ ンピュータメーカにとって,セ キュ

リテ ィ対策は,果 たさなければならない,重 要な

義務の一つなのである。

この義務遂行に最も積極的な姿勢を示 し続けて

いるのが,実 はiB'Mで ある。

IBMは1972年 にデ←タ保護の研究ならびに技

術の強化を 目標とする長期計画を発表している6

この計画の一環 として'IBMで はマサチュ一

山



セ ッツ工 科 大 学(MIT),イ リノ イ州,TRW

(ト ム ソ ン ・ラモ ー ・ウー ドリ ッチ),そ れ にI

BMフ ェ デ ラル ・シ ス テ ム ズ ・セ ンタ ー(メ リー

ラ ン ド州 ガイ ザ ー ズ バ ー グ)を 加 え 四者 で セ キ ュ

リテ ィに 関 す る研 究 を 開 始 した 。

担 当 テ ーマ は,イ リノイ 州 が 行 政 面 か らの セ キ

ュ リテ ィ,MITは 産 業 界 に お け るセ キ ュ リテ ィ

の関 心 は 何 か,TRWとIBMは オペ レー テ ィン

グシ ス テ ムが,セ キ ュ リテ ィ対 策 の面 か らい か に

あ る べ き かを 検 討 して い る 。

この プ ロジ ェ ク トは,74年,75年 に リポ ー トと

して ま とめ られ て い るが,セ キ ュ リテ ィに 関 す る

最 初 の研 究 で あ り,リ ポ ー トは セキ ュ リテ ィの古

典 と して高 く評 価 され てい る。 費 用 は す べ てIB

Mが 負担 してい る。

ま た,IBMの 子会 社 で あ るIBMス ウ ェー ア

ンは,同 国政 府 と共 同 で セ キ ュ リテ ィ ・エ ンジ ニ

ア リン グの 確 立 を め ざ し研 究 に 着 手 して い る。両

者 で そ れ ぞ れ15万 ドル,15人 ず つ の 研 究 者 を 提 供

し,コ ン ピ ュ ー タに お け る脅 威 とは 何 か,ま た コ

ン ピュ ー タ の脆 弱 性 な どの研 究 リポ ー トを 発 表 し

て い る。

また,IBMで は 国際 的 な非 営 利 組 織 で あ る 内

部 監 査 人協 会(IIA)に 対 し50万 ドル を 提供 し

シス テ ムの 可 監 査 性 お よび 統 制(SAC)の 研 究

を 委 託 して い る。 実 際 の 調 査 は ス タ ン フ ォー ド研

究 所 が,IIAの 支 部 が 設 置 して あ る64ヵ 国,1

万4000人 の会 員 の協 力 を得 て実 施 した 。

この よ うに,IBMは 世 界 最 大 の コ ン ビ=一 タ

メ ーカ ー と して,意 欲 的 に セ キ ュ リテ ィ問題 に 真

っ 向 うか ら取 り組 ん で い る。 そ して これ らの リポ

ー トが,正 しい 情 報 化 社 会 の構 築 に重 要 な 役 割 り

を 果 た しつ つ あ る。IBMは 現 在 も,ま た 今 後 と

も セ キ ュ リテ ィ対 策 には 積 極 的 な姿 勢 で取 り組 ん

で い こ うと してい る の で あ る 。

日本IBMで は,こ れ らの リポ ー トを参 考 に,

「デ ー タ機 密 保 護 とデ ー タ処 理 」 「情 報処 理 時 代

に お け る機 密 保 護 に つ い て 」 「シス テ ム の 可監 査
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性お よび統制」 「コンピューター時代におけるデ

ータの安全確保について」な ど多数の出版物を刊

行 し,セ キュリティに対する啓蒙に地道な活動を

繰 り広げている。

望まれる真剣な取組み

一 方
,国 産 コン ピュ ー タ ・メ ー カ ーの セキ ュ リ

テ ィに対 す る姿 勢 は ど うだ ろ うか 。 一 部 の メ ーカ

ー で オペ レー テ ィ ング ・シ ス テ ムや 端 末 装 置 な ど

で セ キ ュ リテ ィの研 究,実 用 化 に取 り組 んで は い

るが,全 体 的 に み て それ ほ ど積 極 的 とは 思わ れ な

いo

国 産 コ ン ピュ ー タ ・メ ー カ ーの これ まで の 最 大

の 目標 は,何 とい っ て もIBMに 追 い 付 き,追 い

越 す こ とに あ った 。IBMが 新 型 コン ビL-一 タを

発表 すれ ば,旬 日を 待 たず よ りプ ラ イ ス ・パ フ ォ

ー マ ンス の 高 い新 鋭 コ ン ピ ュー タ を発 表 し,必 死

にIBMを 追 随 して きた 。

そ して 現 在,ハ ー ドウエ ア で はIBMを 凌 駕 す

る まで に 至 った 。 ソ フ トウエ アの ミ格 差 ミ も射程

距 離 内に と らえ る こ とが で きた 。

しか し,セ キ ュ リテ ィ対 策 に関 して は,恐 ら く

ソ フ トウエ ア 以上 の た格 差 ミ が 存 在 してい るの で

あ る。

情 報 化 社 会 は,今 後 も加速 度 的 な速 度 で発 展 し

て い くに 違 い な い 。 そ して,そ の 影 の 部分 で あ る

個 人 の プ ラ イバ シ ー の侵 害 の 危 機 は や は り加速 度

的 な速 度 で や っ て くる ので あ る。

IBMは この危 機 を予 知 し,そ の対 策 に 巨 額 の

投 資 を惜 しみ な く行 って きた 。 こ の ミ果 実 ミ を,

IBMは い ま摘 み採 ろ うと してい る。 つ ま り,こ
る

れ か らの コ ン ピ ュー タ販 売 競 争 は,単 に ハ ー ドウ

エ アの プ ライ ス ・パ フ ォーマ ンス や ソ フ トウエ ア

の優 劣 だけ が 決 定 的 な 要 素 で は な い とい うこ とで

あ る。 セ キ ュ リテ ィ対 策 の優 劣,こ れ が コ ン ピ ュ

ー タ販 売 で非 常 に大 き な要 素 とな る時 代 が,こ れ

か らの80年 代 な の で あ る。

(た け だ よ しの り ・日本 工 業 新 聞 編 集 委 員)
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日米信用調査業界 の今昔

(株)東京商工 リサーチ

データバンク営業部長

灰 原 一 彦

当社が,当 協会にお世話になっ

て4年 目にな りますが,こ の間,

海外の情報に関 し,特 に有益な情

報を得ることができ,感 謝 してお

ります。

当社は,明 治25年(1892年)に

商工社として創業,本 年は創業88

周年にな りますが,88年 前,ど の

ような背景で,日 本に最初の信用

調査業が誕生 したのか,戦 前の歩

みが遅 々たるものであったのに対

し,な ぜ,戦 後,急 成長すること

ができたのか,発 足当初の記録が

少ないだけに,漠 たる興味を私な

りに抱いてお りました。

たまたま,昨 年末,A・D・ チ

ャンドラー 著 「経 営 者の時 代」

(東洋経済新報社発行上下巻11,.

600円)を 読 み,米 国の信用調査

業界の歴史の一端を知 り,わ が国

と比較 して大変,参 考になりまし

た。

この本は1978年,ピ ューリアヅ

ツ賞,歴 史学会賞を受賞 した本で

米国経済の発達の過程で経営がど

う変 り,ど のようにしてミドルマ

ネージャー(専門管理者,技 術者)

が生れ,ど のようにして トップマ

ネージャー(専門経営者)が生れ,

経営者の時代となったかを,実 証

的に研究 したもので,日 本の場合

と比較 しても教えられる処の多い

本でした。

この中で,信 用調査業界に関し

て次のような記述があります。

「信用調査 とい う新 しいサービス

企業が発達 した主たる理由は,卸

売商の要請にあった。信用調査業

界で最初の企業であるマーヵンタ

イル ・エージェンシーは,ニ ュー

ヨークの衣料品仲買商であったル

イス ・タッパソによって設立され

た。

1841年 に 設 立 され た 同社 は1850

年 代 に そ の活 動 を ニ ュ ー ヨ ー クや

イ ン グ ラン ド以外 の地 域 に も拡 張

しは じめ た。

この10年 間 に,二 番 目の企 業,

ブ ラ ッ ドス ト リー ト ・エ ー ジ ェ ン

シ ーが 営 業 を 開 始 した 。 マ ー カ ン

タ イル ・エ ー ジ ェ ン シー は1870年

ま でにR・G・ ダ ン氏 に よ って 引

き継 がれ,ダ ン社 とな り,全 国 の

主 要 な商 業 中心 地 に28の 支 店 を 設

置 して い た 。

そ して,そ の 後10年 間 に さ らに

41の 支 店 を 追 加 した 。 これ よ りも

規 模 は 若 干 劣 った が,ブ ラ ッ ドス

トリー ト社 も,ま た 先例 に な ら?

たgそ.の 後.支 店 網 を 最 初 に集 い

、た,.こ の2企 業 が,こ の 業 界 を 支

配 しつ づ け,1970年 代 まで に,こ

ρ2舞 楽 が 巨 大 な量 の営 業 を 行 な

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎Ω…継⑤◎⑤◎◎

.妻 ・
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っていた。」一(註)こ の2社 が

1933年 合併 し,今 日のダン・アン

ド・ブラッドス トリー ト社 となっ

ている。-

1890年 前後,初 めて渡米 した当

社の創業者,白 崎敬之助氏が,米

国の信用調査業界を目の当 りにし

て,帰 朝後,直 ちにマーカンタイ

ル ・エージェンシーを訳 して商工

社 と称して当社を創業 した訳であ

ります。そして,ま た,同 じよう

に8年 後,同 業の帝国興信所も創

業,本 年80周 年を迎えています。

さらに同書は次のような事を述

べています。 「全国市場の潜在能

力は,大 量販売業者によって,す

でに広範に利用されるようになっ

ていた二つの新 しいタイプの補助

的なビジネス制度によって,い っ

そ う拡大 された。

その一つは,南 北戦争以後,全

国的規模で営業活動を行なってい

た信用調査機関であり,こ れに ょ

って製造業者は,全 国のあ らゆる

地域における仲買業者 と小売業者

の信用度の照会が可能となった。

他の一つは全国に流布 している

新聞 ・雑誌,お よび定期刊行物の

広告スペースを顧客のために買入

れる広告代理店であ り,大 量生産

者にとっては,い っそ う価値のあ

る存在であった。」

19世紀の終 りか ら20世紀の初め

にかけて,米 国で,大 量生産,大

量流通,大 量消費の時代がきたよ

うに,戦 後,日 本 も,復 興 が 終 り

大 量 生 産 ・× 量 流 通 ・大 量 消費 の

高 度 成 長 期 を 経 て,日 本 の広 告 代

理 店,信 用 調 査 機 関 が,近 代 化 さ

れ,急 成 長 を とげ た こ と も,う な

ず け る処 で あ ります 。

か つ て,米 国 の 信 用 調 査 業界 で

ダ社 とブ ラ ッ ドス ト リー ト社 が,

それ ぞれ 全 国 網 を整 備 し,競 争 し,

伸 び て き た よ うに,戦 後,日 本 の

信 用 調 査 業 界 にお い て も,当 社 と

帝 国興 信 所 が,そ れ ぞ れ 全 国 支 店

網 を 整 備 し,二 大 信 用 調 査 会 社 と

して,競 争 し,伸 び て きた こ とは

歴 史 的 に 符 合 して い ます 。

そ して,1963年,ダ ン ・ア ン ド

・ブ ラ ッ ドス ト リー ト社 が,デ ー

タバ ン ク業 務 に進 出 した よ うに,

約10年 遅れ て,当 社 も,帝 国 興信

所 も,お の お の形 態 は違 う面 が あ

って も,デ ー タ バ ンク業 務 に進 出

し,競 争 しなが ら努 力 してい る の

が 実 情 です 。

昨 年8月27号 の ビジ ネ ス ウ イー

ク誌 に ミダ ン ・ア ン ド・ブ ラ ッ ドス

トリー ト社 の コ ン ピ ュ ー タ革 命 ミ

と題 して,同 社 の ナ シ ョナ ルCS

Sの 買 収 とか らん で,同 社 の経 営

戦略 の 現 状 と将 来 に つ い て の 紹介

が あ りま した が,当 社 も,こ れ に

対 応 した経 営 戦 略 を デ ー タバ ンク

部 門を 中心 に検 討 してい ます 。

日本 のエ レク トロニ クス 技 術 が

米 国に 追 い つ き対 等 の競 争 関 係 に

入 って きた 今 日,こ の 技 術 を 利用

した情報提供毎一ビス業の欧米と

の格差は,ま だかな りあ ります。

それは技術が産業構造を変え,そ

れが経済体質の変化を導き,更 に

それが社会 ・文化を変えていく過

程の時間的差だと考えられます。

日米の企業信用調査会社の差も

これまでの歴史の差,経 済的位置

付けの差が,ま だまだ大きい面も

ありますが,日 米の経済力の差が,

縮まるにつれ,そ れに伴なって縮

まってい くものと思います し,特

に先端技術の面で導入の差が,そ

れ程な くなってきている今日,こ

こ5～10年 か,格 差解消のチャン

スであるとも,日 頃,考 えてお り

ます。

当社 としても,こ うした背景か

ら,常 に新 しい情報を収集 し,新

しいニーズに対応 した情報提供サ

ービスを研究 してお りますので,

今後共,一 層,当 協会及び,当 協

会加盟各社のご指導,ご 支援をお

願い致 します。

(はいばら かずひご)

◇投稿歓迎◇.

「会 員 サ ロ ン」,「 コー ヒー ブ

レー ク」 へ の寄 稿,投 稿 を 歓

迎 し ます。 テ ー マは ご 自 由で

す 。 原 稿 は,400字 詰用 紙 で,
ト

そ れ ぞ れ6枚(会 員 サ ロ ン)、

と2枚(コ ■-yヒー プ レー ク)

で す 。 掲 載 の 分 に は お 礼 を差

上 げ ます 。

宛 先 は 本 誌 編 集 部 で す。

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ 会員サロン
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唾タ、の簑浄
第2次 コ ン ピ ュー タ調 査

FCC5対2で 決定を承認

米国における通信およびデータ処理産業のゆ

くえを決定する第2次 コンピュータ鯛査の最終

決定が,4月7日,遂 にFCCに よって承認き

れた。この結果,通 信サービスとデータ処理サ

ービスの区別がなくな り,コ ンピュータと通信

の融合によって可能とな った高度通信サービス

はすべて規制の対象外とな り,通 信業者に対す

る政府規制は大幅に緩和されることとな った。

5対2の 票 決 を も って 下 され たFCCの 最 終

決 定 の 最 大 の 焦 点 は,AT&TとGTEに 対 し,

分 離 子 会 社 を通 じて 非 規 制 の 高 度 通 信 サ ー ビス

な らび にす べ て の宅 内 機 器 市 場 へ の 参 入 を 許 可

した こ とで あ る 。 これ に よ っ て,昨 年 秋 に ソフ

トウ ェア 開 発 の遅 れ か ら申請 が取 下 げ られ た ま

まに な って い るACS(AdvancedCommunica.

tionsService)の サ ー ビス をAT&Tが 実 施 す

る権 利 が公 認 され る形 とな った 。68年 の カ ー タ

■一・一ホ ソ裁 定 以来,FCCが 開 い て きた 副 次 的 サ

ー ビス分 野 に お け る 自由競 争 の道 は今 回 の決 定

で さ らに 大 き く拡 げ られ る こ とに な った 。

最終決定の内容

{1}電 話 機 か ら コ ン ピ ュー タ,タ ー ミナ ル ま で

通 信 業 者 の 提 供 す る全 て の 宅 内 機 器 は,規 制

の対 象 外 とす る 。 これ ら全 て の宅 内 機 器 は,

通 信 サ ー ビス の価 格 か ら切 離 す 。1982年3月

1日 まで の 過 渡 期 の 処理 は連 邦/州 合 同委 員

会(Federal/StateJointBoard戊 が あ た る6

② す べ て の ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス は,基 本

通 信 サ ー ビ ス(音 声 お よび デ ー タ伝 送 機 能 を

提 供 す る)と 高 度 通 信 サ ー ビス(コ ン ピ ュー

タ に よ る デ ー タ処理 ア プ リケー シ ョン と基 本

サ ー ビス が結 合 され た サ ー ビス)と に 区別 さ

れ る。 高 度 通 信 サ ー ビスは 規 制 せ ず,基 本 通

信 サ ー ビス のみ を 規 制 の 対 象 とす る。

(3)AT&TとGTEは,全 て の非 規 制 分 野 の

ビ ジネ ス を分 離 子会 社 を 通 して のみ,行 うこ

とが で き る。

{4)通 信 業 者 は す べ て,規 制 と非規 制 の サ ー ビ

ス提 供 の間 で き び しい セ ー フ ガー ド条件 を守

る こ とを要 求 され る。 例 え ば,R&Dを 含 む

全 て の コス トを共 通 な サ ー ビスに 負担 させ る

こ と,ネ ッ トワー ク,オ ペ レー シ 。ンに 関 す

る情報 の 無 差 別 提 供 や 非 規制 分野 のサ ー ビス

に か か る基 本 通 信 料 は規 定 の 料金 に基 いて 支

払 うこ とな ど。

(5)AT&Tは1956年 の 同 意 審決(Consent

Decree)に よ って,高 度 通 信 サ ー一.ビス ま た

は 宅 内 機 器 市 場 へ の 参 入 を防 げ られ る こ とは

な い 。

規制の境界線

今回の最終決定では,1966年 の第1次 コンピ

ュータ調査の裁定により引かれた通信事業 とデ

ータ処理サービスの規制の境界線は撤廃され,

代 って音声およびデータ伝送を提供する基本通

信サービスと,基 本サービスにデータ処理 アプ

リケーションを連結 した高度通信サービスとの

間に境界カミ設けられ ることになった。昨年のF

CCの 仮決定では,ネ ットワーク・サービスは

音声S非音声,i高度サバビスめ3づ めカテゴリー



に分類 され,宅 内機器も簡単な宅内電話装置と,

データ処理機能を持つ高度なター ミナル装置の

2つ に分けられていたが,最 終決定ではこれ ら

の点が大幅に修正された。この点についてFC

Cの フェリス委員長は次のように述べている。

「FCCが 基本サービスと高度サービスを区

別するために引いた線は,今 後の論議に十分対

応できる強固なものであると確信 してお り,市

場および技術双方の実態に合致する もの で あ

る。またこれはいかなる既存の基本通信業者の

基本サービス条項にも影響するものではない。

……もし将来の発展で変更が必要となれぽ,F

CCとUCは これを当然変更するだろ う」また

ハー ドウェア間の区別をな くしたことについて

は 「仮決定に対するコメン トを検討した結果,

我々はこの線引きは第1次 コンピュター一調査の

コンピュータと通信を区別 した以上に役に立た

ないことを知った。市場の実務 と技術革新はこ

のような区別を簡単にはさせて くれない。従 っ

て我々は,ど この家庭にもある簡単な回転 ダイ

ヤル式電話装置を含む全ての宅内の機器の規制

中止を決定 した。」 としている。

加入者への影響と業界の反響

最終決定が電話加入者に与える最大の恩恵は

宅内機器を不規制にしたことであろう。これに

よって加入者は機器提供者を自由に選ぶことが

でき,電 話機のコス トも業者間の競争の激化に

よって現在の最低料金30ド ルから10ドル以下に

引下げられるものと思われる。電話加入者は電

話機を購入するか リースすることになるわけで

'あるが 月 額 レンタル料60セ ン トを支払 うより

は買取る方を選ぶだろ う。

一方,AT&TとGTEの 高度サービスおよ

び宅内機器市場への進出を分離子会社を通して

のみ行なえるよう制限したことは,ベ ルシステ

ムのライバル会社にとっては満足のゆ く決定で

あろ う。これによってAT&T,GTEお よび
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これ ら傘下の通信業者は宅内機器の販売,設 置,

サービス,保 守はできなくな り,分 離子会社が

代 ってこれ らのビジネスを行なわなけれぽなら

ず,高 度通信サービスの場合は,こ のための再

販売子会社がサービスと宅内機器を同時に取扱

うことになる。GTEは 最終決定に対するコメ

ン トを避けているが,AT&Tは 規制中止が効

力を発する1982年3月1日 までに体制を整える

のは難 しく,さ らに規制 と非規制部分にまたが

るベルシステムの情報とアクティビティに多 く

の規制が設けられた点も問題としている。恐ら

く両社はこれを不満として法廷に問題をもち込

むものと思われる。

一方,1956年 の同意審決が くつがえされた点

については司法省からの異議申立てが予想され

る。恐らく司法省は,同 意審決を解消または変

更することができるのは,こ の審決を下 したニ

ュージャージー州ニューワーク裁判所だけであ

るとい う論拠に基いて反対するだろう。FCC

のブラウン委員はこの点を懸念 して次のような

声明を発表 した。

「この決定が通信法の適用範囲を越えた新規

の解釈を含んでいることは知 っている。我々は

古い皮袋に新 しい酒を盛 ったのである。1934年

に,我 々が技術革新のすぼらしく速い分野の規

制に柔軟に対応できる十分な委任を与えられた

こと,は 議会のすぼらしい見識である。過去2

年間にわたる上 ・下院の通信小委員会の我々と

同じ方向の議論がなかったならば,FCCが こ

のような決定をしえたかは疑わしい。私は特に

1956年 同意審決に対する我々の意見について,

議会の追認あるいは修正を歓迎する。この追認

がないと我々の決定の実施は法廷の争いで数年

遅れ るであろう。」

この声明にみ られるように同意審決の解釈を

めぐって多くの議論が展開され,議 会の通信法

修正の内容はこれに大きな影響を及ぼすことに

なるだろう。
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参加者、史上最高の8万 人 NCC,80レ ポ ー ト
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▲人気を集めたマ イコン制御の ロポ ・ット

1980年 全 米 コ ン ピ ュ ータ 会議(National

ComputerConference)は,一 昨 年 に も行 わ れ

た,ミ ッキ ー ・マ ウス の ホ ー ム ・タ ウ ンで あ る

デ ィズ ニ・一ラ ン ドの 近 く,ア ナハ イ ム で,4日

間 に わ た っ て 開 催 され た 。昨 年 は ニ ュ ー ヨー ク

で 開 催 され,約6万 人 以上 の入 場 者 を み た が,

今 年 の4日 間 に入 場 した 参 加 者 の合 計 は,8万

人 に 達 し,史 上 最 高 とな った 。 技 術 レポ ー トを

中心 と した セ ッ シ ョ ンの数 は,昨 年 よ り幾 分 減

って100を 幾 つ か越 え る程 度 とな った 。 しか し

パ ネル 討論 会 を含 め,こ の セ ッシ ョン会 場 で議

論 され た 内 容 は,ア プ リケ ー シ ョ ン,人 工 知 能,

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン,コ ン ピ ュー タ ・ア ー キ テ

ク チ ャ,デ ー タ ・ベ ース ・マ ネ ー ジメ ン ト,地

球 資源,教 育,イ メ ー ジ処理,ミ ニ ・マ イ ク ロ

・コ ン ピュ ー タ,オ フ ィス ・オ ー ト メ ー シ ョ

ン,セ キ ュ リテ ィ とプ ラ イバ シ ー,シ ミュ レー

シ ョン,社 会 問題,ソ フ トウェ ア技 術 そ の 他最

近 の トピ ックス と極 め て バ ラエ テ ィに 豊 ん で い

た 。 か つ て,産 業 界 を 中心 と した 汎 用 大 型 コ ン

ピュ ー タ用 の ア プ リケ ーシ ョンが セ ッシ 日ン の

主 体 とな って い た 時 か ら比較 す る と,マ イ ク ロ

・コン ピ ュ ー タの 進 展 お よび,社 会経 済 に お け

る コン ピュ ー タ の利 用 と,最 近 で は非 常 に幅 広

く議 論 され る よ うに な って い る。

一 方
,展 示 会 の 方 は,コ ンベ ン シ 宮ンセyタ

一 とデ ィズ ニ ー ラ ン ド ・ホ テル で 行 わ れ た が,

昨 年,ニ ュ ー ヨ ー ク で開 催 され た 時 よ り大 幅 増

加 し,展 示 企 業 数 は600,ブ ース は1600に 達 し

た 。 会 場 の スペ ース が 足 りず,コ ンベ ン シ ョン

・セ ンタ ー の駐 車 場 に テ ン トを張 った り,デ ィ

ズ ニー ラ ン ド ・ホ テ ル の地 下 の駐 車 場 を 利 用 す

る な どで補 った が,そ れ で も ウエ イ テ ィン グ・リ

ス トに は100社 以上 が キ ャ ンセ ル待 ち を して い

た 。大 手 メ イ ン ・フ レー ム ・メ ー カ ーに は,ス

ペ ース が不 充 分 で あ る と して,展 示 を キ ャ ンセ

ル した と ころ もあ った 。 展示 内容 は,最 近 の傾

向 と して,OEMが 中心 で あ るが,数 年 来 開 始

され て い るパ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ ・シ ョウ

に は非 常 に 多 くの 参 加 者 が あ った 。今 回 の展 示

会 で は,昨 年 に 引 き続 き ウィ ンチ ェス タ ー ・ ド

ライ ブに 人 気 が 集 ま った 。

会 議 の初 日に は,現 ビ ュ ー レ ッ ト ・パ ヅカ ー

ド社 の 会 長 で あ る,パ ッカ ー ド氏 の基 調 講 演 が

あ り,こ の 中 で は,コ ン ピュ ー タに関 す る基 礎

技 術 とR&Dの 重 要 性,コ ン ピ ュ ータ利 用 の拡

大,教 育,コ ン ピュ ー タ の生 産 性 な どに つ い て

論 じ られ た 。 また,昼 食 会 お よび プ レナ リー ・

セ ヅシ ョン では,MSAの エ グゼ クテ ィブ ・オ

フ ィサ ー で あ る ア イマ リー氏 とウ ォル トデ ィズ

ニ ・プ ロダ クシ ョ ンのチ ェア マ ンで あ る タ ッ ム

氏 が,そ れ ぞれ 「80年代 の産 業 界 」,「小 型 コン

ピ ュー タ に よる,最 近 と今 後 のイ ンパ ク ト」 に

つ い て ス ピー チ した 。

多 くの人 達 は,セ ッシ ョ ンに は 自分 の興 味 の

あ るテ ーマ に つ い て のみ 参 加 し,主 と して 展 示

会 場 を 見 て 歩 い てい た。 それ で も熱 心 な 人 達

は,パ ネ ル ・セ ヅジa.ン に 出 て,自 分 の意 見 を

述 べ るな ど4日 間 を 通 じて,大 きな盛 り上 が ウ

を 見せ た 。.NCCIま, ,tさ に 年 に一 度 の 世 界 最

大 の 泌蹴 ≧諺一 病 ・ベ ン トだ と言 えvるe'
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インフォメーシ ョン ・タワー

圃
■第4回MEDIS-DC講 演会

㈲医療情報システム開発センタ

ーでは,55年6月5H(木),東 京・

青山の健保会館ホールに約120名

の参加者を集めて,医 療情報サー

ビスシステムをテーマに,第4回

のMEDIS-DC講 演会を開催

した。

講演テーマおよび講師は次の通

り。

①医療情報サービスシステムの

概念(大 島正光氏 ・同センター理

事長),② 医薬品情報サービスシ

ステム(久 保文苗氏 ・(財)日本医

薬情報センター理事長),③ 臓器

移植情報サービスシステム(横 山

健郎氏 ・国立佐倉病院副院長),

④病歴情報サービスシステム(笠

間昭子氏(帝 京大学医学部附属病

院病歴室主任),⑤ 映画 「医療を

支える情報システム」

なお,同 センターでは,年 度内

にあと1回,講 演会を開催する予

定になっている。(期 日未定)

■55年 度海外研修実施要領まとま

る

働地方自治情報センタ・一の55年

度海外研修の実施要領がまとまっ

た。それによると,期 日は,55年

9月8目(月)か ら22日(月)ま での

15日間で,参 加費用は,1人 あた

り89万円(概 算)と なっている。

今回の研修は,ヨ ーロッパの地

方公共団体におけるコンピュータ

利用の行政情報システムと運営管

理を視察 し,情 報システムの重要

性について認識を深めて地方行政

の近代化推進に資するのが 目的。

主な訪問先はイギ リス、フランス,

ベルギー,西 ドイツ,イ タリア。

■日本科学技術情報センター情報

管理一般研修会開催

情報管理の重要性がますます強

まっている今日,企 業内ではとく

に情報管理実務担当者の養成に苦

心しているが,こ の研修会は情報

管理部門へ新たに配置された人や

経験年数の浅い人を対象に,必 要

な基礎知識をもれなく解説するも

ので,昭 和44年 に発足以来11年 の

実績を持つ講座である。

このため,内 容も基礎知識 とし

て必要 と思われる情報一般,収 集・

整理 ・加工など,テ ーマを とりあ

げ当センターの専門職員が一般論

を中心に平易に解説 ・講義する。

■会期(東 京)55年7月15日(火)

～18日(金)

(名古屋)55年7月29目

(火)～8月1目(金)

■会場(東 京)JICSTホ ール

東京都千代田区永田町2-5-2

(地下鉄国会議事堂前下車)

(名古屋)名 古屋商工会議所 ピ

ル 名古屋市中区栄2-10-19

■定員(東 京)50名

(名古屋)40名

■ 参 加 費28,000円(テ キ ス ト代 ・

昼 食 費 ・飲 物 代 を 含 む)

■ 申込 先 最 寄 りの 日本 科 学技 術

情 報 セ ン タ ー各 支 部 お よび 支所

筑 波 支 部 〒305茨 城 県新 治郡 桜

村 竹 園2-20-3TELO298

(51)4671,東 京 支 所 〒102東

京 都千 代 田 区平 河 町2-8-2T

ELO3(230)1341,名 古 屋 支 所

〒460名 古 屋 市 中 区 栄2-10-19

TELO52(221)8951,大 阪支 所

〒550大 阪 市 西 区 靭 本 町1-8-4

TELO6(445)6001,中 国支 所

〒730広 島 市 中 区 基 町5-44T

ELO822(28)5991,九 州 支 所

〒812福 岡 市 博 多 区 博 多駅 前1-

1-1TELO92(473)8521

■公衆電気通信設備第4種 工事担

任者購習会

㊥ 日本データ通信協会の公衆電

気通信設備第4種 工事担任者講習

会が次のように開催される。

●東京 ・55年7月23日(水),24

日(木)。 ・東京港区 ・機械振興会

館。●大阪 ・55年8月7日(木),.

8日(金)。 ・大阪北区 ・日本生命

中之島研修所。定員は東京80名,

大阪45名 で参加料は1名 につき一

般22,000円,賛 助会員16,000H(い

ずれもテキス ト,食 事代含む)

申込み先は,(〒106)東 京都港区

麻布台1--6-19勧 日本データ通

信協会技術部 ・電話03-586--16

21㈹
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インフォメーシ ョン ・タワー

■日本生産性本部が渡米事務シス

テム視察団を募集

米国におけるオフィス ・オート

メーションの最近の動向をさぐる

働 日本生産性本部の渡米事務シス

テム視察団の参加者募集が行われ

ている。同視察団は,55年9月13

日(土)か ら10月4日(土)ま での約

3週 間,ア メリカ各地を訪れ(1)本

領域の専門家によるセミナーまた

は意見交換,② 先進適用事例の調

査 ・研究を通 じて米国におけるオ

フィス ・オー トメーションの最新

動向を学び,オ フィス ・オー トメ

ーションの進展にともな う事務シ

ステム化の可能性 とその方法,さ

らに事務部門の生産性向上のため

の具体策をさぐることを目的 とし

ている。コーディネーターは,東

京電機大学工学部助教援の安田寿

明氏。参加対象者は,企 業,団 体

等の中堅幹部,シ ステムデザイン

関係者,コ ンピュータを含む近代

的情報技術による経営管理に関心

のある人となっている。

参加所要経費は,参 加料(賛 助

会員約1,371,000円,非 賛助会員

1,391,000円)の ほか,国 費約15

0,000円 と滞在費約400,000円 。募

集は満員になり次第,締 切 られる

が,申 込書送付 ・問い合わせ先は

(〒150)東 京都渋谷区渋谷3-1

-1 ,㊥ 日本生産性本部国際協力

部(電 話03-409-1111)

團
■情報管理担当課長,係 長会議そ

れぞれ開催

㈱地方自治情報センターでは全

国都道府県情報管理主管課長会議

(55年5月14日)と 同地方課情報

管理指導担当係長会議(55年5月

21日～22日)を それぞれ東京で開

催 した。

なお,主管課長会議では,55年 度

の新役員を次のように選出した。

じ会長(雑 賀晋 ・岡山県企画部次

長)じ 副会長(筒 井昭三 ・北海道

総務部電子計算課長)[〉 同(大 塚

尚 ・福岡県考査室長)

■ソフ トウエア ・エンジニア リン

グに関する調査研究委託事業の

成果報告会開かる

協同システム開発㈱では,55年

6月10日(火),東 京 ・港区の機

械振興会館地下2階 大ホールで,

㈲ ソフトウエア振興協会から受託

した昭和54年 度 ソフトウエア ・エ

ンジニアリングに関する調査研究

委託事業の成果報告会 を 開 催 し

た。 この目会場には,情 報処理産

業関連団体,会 社等約130社 が出

席 した。成果報告の内容は次の通

りである。()内 は発表者。

①知的言語処理系(〈株〉サイコ

ム,〈株〉管理工学研究所)② 知的

編集系(日 本電子開発〈株〉)d③尤

ログラム検証系(〈株〉三菱総合研

究所)④ 抽象データ型検証系(サ

イ コム,管 理工学研究所)⑤ シス

テム評価系(日 本コン ピ ュ ー タ

ー ・システム〈株〉,〈株〉ビジネス

コンサルタント)⑥ 知的プログラ

ミング装置(日 本 ビジネスオー ト

メーション〈株〉)⑦ 並列数値計算

処理系(同)⑧ 複合プロセッサ系

(三菱総合研究所,〈株〉フジミッ

ク)⑨ 技術文書翻訳支援系(〈株〉

インテック,〈株〉リー ド)

■創立10周年記念式典挙行

㈲地方自治情報センターは,今

年,創 立10周 年を迎えたが,そ の

記念式典が,55年5月13日(火)午

後2時 から,東 京 ・平河町の麹町

会館で開かれた。

式典は,首 藤尭理事長の式辞に

始まり,朽 葉泰生監事の10年 間の

活動状況の経過報告のあと,笹 川

良一氏((財)日 本船舶 振 興 会 会

長)ら7氏 への感 謝 状 の贈呈,

10年勤続職員の表彰などが行われ

た。会場は,300人 を越す参加者

で賑わった。また小林 與 三 次 氏

(日本テレビ放送網社長)の 記念

講演,記 念パーティも行われた。

■『データ通信工事担任者の手引』

第'5版 を発行

㊥ 日本データ通信協会では 『デ

ータ通信工事担任者の手引』の第

5版 を発行した。本書は,技 術の



進歩に応 じてその内容の一部を書

き改め,昨 年の試験問題 とその解

答を追加,増 頁 した改訂版。

B5判352頁 。定価1,700円(送

料160円)。 なお,本 書は,同 協会

の直売だけで一般の書店では取 り

扱 っていない。希望者は,現 金書

留または郵便振替(口 座番号 ・東

京4-51034Nで 申し込むこと。

⇔同協会の講習会受講者には,テ

キス トとして配布される。

■PR映 画 「医療を支える情報シ

ステム」完成,無 料貸出し中

㊥医療情報システム開発センタ

ーは,か ねてか らPR映 画 「医療

を支える情報システム」を制作中

だったが,こ のほど完成,無 料貸

出しを行 っている。同映画VX16[nm

のカラーで映写時間は30分。

医療関係者はじめ,広 く一般市

民の医療情報システムに対する理

解を深めるのが 目的で,倉 田正一

(慶応大学),三 宅浩之(関 東逓

信病院),開 原成充(東 京大学)

の3氏 が監修している。なお,同

映画には,英 語版 も用意 されてい

る。

■HFOVIsの 報告書発行

㊥生活映像情報システム開発協

会映像情報 システム開発本部は,

双方向映像情報 シス テ ムHi-o

VISの 実験運用に関する昭和54

年度報告書を発行 した。

問い合わせ,購 入希望者は同協

会(TEL:541-2621)へ

■ 『FINIPED』No.27発 行

㊥ 情 報 処理 教 育研 修 助成 財 団 の

rFINIPED』No.27が 発 行

され た。 主 な 内容 は 次 の通 り。

・特 集:ミ 日本 人 と情 報
.

・巻 頭 言:「 情 報 」 と 「イ ン フ ォ

メ ー シ ョ ン(内 田 元 亨)

・論 文:日 本 人 の脳(角 田忠 信)
,

日本 語 の特 性 と情 報 処理(中 野

洋),諜 報 と情 報(室 伏 哲郎)

・座 談 会:情 報 の な か の 日本人

(山 本七 平,木 材 尚三 郎,佐 貫

利 雄,井 尻 千 男)

・随 想:ブ タ ペ ス ト一 片想 い の 図

(平 田敬 一 郎)醐
■第2回 世界情報処理産業会議に

参加

㈹ ソフトウエア産業 振 興 協 会

は,55年6月23日(月)か ら3日 間

にわたってアメ リカ ・サンフラン

シスコのフランススホテルで開か

れた第2回 世界情報処理産業会議

に服部正会長(構 造計画研究所所

長)を 団長に66名 のメンバーを派

遣 した。主な参加者は,大 久保茂

常任理事(コ ンピュータ ・アプリ

ケーションズ社長),松 尾 三 郎

(日本電子開発 社長),藤 本 和

郎(ソ フトウエア ・エージー社

長)の 各副会長 ら。また,同 会議

では宮崎寿(構 造研取締役),藤

本和郎,北 大路轟(東 京システム

14

研究所社長)の3氏 がチェアーマ

ンをつとめた。

■ 日本科学技術情報センター情報

資料館を開設

日本科学技術情報センター(J

ICST)で は,か ねてより情報

資料の長期保管 とその利用面にお

ける効率化,総 合化を図るべく,

昭和52年度 より3カ 年計画で 「情

報資料館」の建設を進めてきたが

このたび予定どおり竣工 し,来 る

7月1日 より開館の運びとなった。

当情報資料館は,地 上2階 地下

2階,床 面積3,700㎡,閲 覧席数

50を有する近代的建物で,JIC

ST収 集資料のおよそ10年分に当

る約100万 冊の資料の保管が可能

である。ここでは保管資料(外 国

雑誌6,600種,国 内雑誌3,500種,

技術 レポー ト12,500件/年,特 許

明細書49,000件/年)の 閲覧ができ

るほか,必 要に応 じて即 日複写サ

ービスが利用できる。また,JIC

ST発 行の全出版物の閲覧も可能

●開設場所 〒176東 京都練馬区旭

町2-8-18.

●電話番号 東京(03)976-4141

●業務開始 昭和55年7月1目(火)

●最寄交通機関 東上線 成増駅

下車(徒 歩15分)
、

情 報 資 料 館 閲覧 室 案 内

●開 室 時 間

平 目/9:30～16:30

土 曜 日/9:30～11:30

● 閲覧 室 の 休 日 日曜,税 目

インフォメーシ ョン ・タ ワー
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JIPDECだ より睡翻睡翻睡翻睡翻睡翻睡翻睡翻睡翻睡閣

◇第1回 理事会開催

さる,5月23日 に開催された昭

和55年 第1回 理事会において,昭

和54年 度の事業報告及び収支決算

が承認された。

情 報 処 理 技 術 の 発 展 と企 業 間 競 争

の 足 跡 を た どる と と もに,'80年 代

の 動 向 及 び 情 報 化 社 会 へ の 課 題 と

して,新 しい コ ン ピ ュー タ,オ フ

ィス像,ミ ニ/マ イ クロ コ ン ピ ュ

ー タの 展 開 及 び デー タベ ース社 会

な ど各 分 野 の主 要 な テー マに つ い

て 分 析 を 行 って い る。

◇NCC'80参 加と米国情報 ◇第1回 シンポジウムの開

産業視察団派遣 催(大 阪)

ア メ リカ大 使 館 の 後 援 及 び 米 国

情 報 処 理 学 会 の 協 力 を 得 て,「NC

C'80参 加 と米 国情 報 産 業 視 察 団」

を 米 国 に 派 遣 し(5月18日 ～6月

2日,団 員21名),5月19日 か ら22

日まで カル フ ォル ニ ア州 アナ ハ イ

ムで開 催 され たNCC'80(National

ConputerConference)㌢ こ参 加 し

た はか,ボ ス トン,ニ ュ ヨー ク,

フ ィ ラデ ル フ ィア等 各 地 の米 国 情

報 処理 企 業 の視 察 を 行 った 。

◇'80世 界コンピュータ年鑑

を発行

内外の情報処理及び情報処理産

業の動向を総合的にとりまとめた
'80世界コンピ

ュ・・タ年 鑑 を6月

23日 に発行 した。

,80世界コンピュ'一'タ年鑑 で は

米国及び欧州主要国の情報産業,

政府施策のほか,米 国,欧州,ア ジ

ア,ア フリカ,中南米,カ ナダなど

各国の市場動向を収録 している。

このほか,特 集として70年 代の

情報化社会の基本的ルールとし

て提唱されているシステム監査に

ついて,そ の概念 と基本的問題,

企業におけるシステム監査の具体

的なすすめ方を中心 とした本年度

第1回 のシンポジウムを次の通 り

開催 した。

日時 ・6月26目(木)

会 場 ・大 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー4

階405号 室

テ ー マ ・シ ス テ ム監 査 の 進 め 方

参 加 者 ・60名

◇賛助会員新規入会

当協会の賛助会員として,新 た

に次の企業が入会し6月 末現在の

会員数は217社 となった。

Oコ ン ピ ュPtタ ・ソ フ トウ ェア

開 発 ㈱

O㈱ ニ ッポ ン ダイ ナ ミ ック シス

テ ム ズ

圏 騒 騒 圏 腰 蓑灘辮 ∴にiべ＼

－
MCCは 昭 和54年 度 事 業 の一 環

と して 「振 興 助 成 の た め の事 業 委

託 制 度 」 に よ り,① 高速 演 算 モ ジ

ュ ール,② 媒 体 変 換 シス テ ム,③

汎 用 マ イ ク ロ コ ン ピ ェー タ ・コ ン

ソー ル パ ネル の シス テ ムの 開発 を

行 った 。

そ の 概 要 は 次 の とお りで あ る。

■ 高 速 演 算 モ ジ ュー ル

高 速 演 算 処 理 を必 要 とす る分 野

に まで マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの 応

用 を拡 大 す るた め の部 品 と して 開

発 した もの で あ り,次 の機 能 を持

ってい る。

①16ピ ッ ト及 び32ビ ッ ト固定 小

数 点 演 算:加,減,乗,除 算

②32ピ ッ ト及 び64ビ ッ ト浮 動 小

数 点 演 算:加,減,乗,除 算

⑧ 固 定 小 数 点 数 ⇔浮 動 小 数 点 数

相 互 の 変 換

④ 初 等 関 数:SΩR,TSIN,COS,

TAN,ASIN,ACOSATAN,

LOG,LN,EXP

⑤ 単独 演 算 及 び複 合 演 算機 能

⑥ 対象 とす る ホ ス トプ ロセ ヅサ

:8080A及 びZ80(ホ ス トイ

ン タ ブ ェー ス部 を 交換 す る こ

とよ り,他 の プ ロセ ッサ と も

接 続 可 能 とす る。)

こ の モ ジ ュール を使 用 す る こ と

に よ り次 表 の とお り格 段 の演 算 速

度 を 得 る こ とが で き る。

i蒸 、...、,㌧
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腰 圏 腰 騒 騒 睡 睡 翻 睡蘇翻1翻竃灘翻圏
演算速度の比較

(千バイ トの浮動小数点演算につ

いて比較 したもの,μSEC)

演難 類響 今㌘膓、賢 聾 モ

加 算 510 9.6

減 算 7・・1 10.0

乗 算已 …1 13.2

除 算i4・ …1 57.2

SIN・4,…1・7…

C・S56,…1・95・ ・

E X P; 76,000 261.0

L 0 Gl
|

50,000 353.0

SQRTI・7・ …332・ ・

■媒 体 変 換 シ ス テ ム

本 装 置 は,PROM,磁 気 テ ー

プ,磁 気 力 セ ヅ トテ ー プ,紙 テ ー

プ,紙 カー ド,ス タ ン ダー ドフ レ

キ シ ブル デ ィス クの媒 体 相 互 間 の

変 換 を行 う もの で あ る。(但 し,

紙 カー ドへ の 出 力 は不 可)。 キ ー

ボ ー ドか らPROM,磁 気 カセ ッ

トテ ー プ,紙 テ ー プへ の変 換 も可

能 で あ る。 ま たMODEMイ ン タ

フ ェー ス も備 え て い る。 媒 体 変 換

機 能 と と もに,次 の機 能 を 持 っ て

い る。

①ASCII,EBCDIC,EIA,BCD,

JIS,ISOの コ■一一ド変 換機 能

② 各 種 フ ィー マ ッ ト変 換 機 能,

お よ び修 飾 機 能

③ エ ラ ー検 出機 能 お よび ベ リフ

ァイ機 能

④ デ ー タバ ッフ ァ機 能

⑤ 入 力読 取 機 能

⑥ 出 力記 録 機 能

⑦ 出 力表 示 機 能

⑧ 複 製 機 能

■ 汎 用 マ イ ク ロ コ ン ピ ュータ コ ン

ソ ール パ ネ ル

本 装 置 は,マ イ ク ロコ ン ピュ ー

タ内 蔵 製 品 の 開 発 試 作,製 品検 査,

保 守 に お い て 効 率 よ くデバ ッグお

よび 故 障 発 見 を 行 うた め の もの で

あ り,特 に 汎 用 性,可 搬 性 を 考 慮

して 開 発 した 。 主 な 機 能 は 以 下 の

とお りで あ る。

① コ ン ソー ル パ ネル 機 能 … 被試

験 器 の メモ リ,レ ジス タ内 容

の 書 き込 み,読 み 出 し等 が 可

能 。対 象機 種 は8080A,8085。

②ASCIIコ ン ソー ル 入 出 力

端 末機 能 …110,300,1,200

ボ ー の シ リア ル入 出 カ イ ン タ

フ エー ス を有 して お り,入 出

力 端 末 と して利 用 可 能 。

③装 置診 断 機 能 … プ リン タ,デ

ィス プ レイ,メ モ リ等 の チ ェ

ヅ クが 可能 。

なお,こ れ らの シ ス テ ムを,M

CC会 員 に広 く利 用 して いた だ く

た め に,7月 下 旬 に説 明会 の開 催

を 予 定 して い る。

53年 度 に 開 発 した 「シ ス テ ム ・

ア ナ ラ イザ 」(開 発,デ バ ック支

援 シ ス テ ム)を 含 め て,ご 利 用 希

望 の方 は,当 協 会 マ イ クロ コ ン ピ

ュ ー タ振 興 セ ン タ ー振 興 課 電 話

03(434)8211・ 内 線453へ ご連

絡 いた だ きた い 。

◇tt全 国高校生プ ログラミン

グ ・コンテス ト"を 実施

一情報化週間懸賞募集一

政府は,民 間諸団体と協力 して

毎年10月1日 ～7日 を 「情報化週

間」として,国 民の情報化への理

解と関心を求めて「生活と情報化」

をテーマに全国各地で 種 々 の行

事,催 物を行っている。当協会も

これに賛同し,各 種の行事を主催

するほか,政 府に協力して,同 週

間の総合広報を行っている。

情報化週間では,毎 年,標 語な

どの懸賞募集を行っているが,今

年は,第1部 標語(6月30日 締切)

と,第2部 コンピェータ ・プPグ

ラムー"全 国高校生 プログラミ

ング ・コンテス ト"を 行 うことに

なった。

全国高校生プログラ ミング ・コ

ンテス トは,高 校生 と高等専門学

校の1～3年 生を対象に,教 科,.

実習,生 徒会活動,ク ラブ活動,

運動会その他の学校行事に関係の

ある創作のコンピェ一夕 ・プログ

ラムを学校推薦(各 校2点 以内)

により募集するもので,ク ラブな

どグループでの応募もできる。

入選は特選1点(通 商産業大臣

賞及び30万 円相当賞品)と 佳作数

点(通 商産業大臣賞及び5万 円相

騒 騒踊圏臨8隔覇圏圏驕墨麗麗躍圏JIPDECだ より
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当賞品)で 入選者の所属校には,

それぞれ記念品が贈 られる。

また,入 選者は10月1日 東京で

行われる 「情報化週間記念式典」

で通商産業大臣か ら表彰される。

なお,特 選,佳 作入選作品のう

ち1点 は從情報処理学会が来年7

月,ス イスのローザンヌで開かれ

る 「世界情報処理教育教育大会」

の"ワ ール ド・ユース ・コンピュ

ータ ・プログラム ・トーナ メ ン

ト"へ の参加を推薦する。

応募の方法,問 合せ先などは次

のとお り。

◇応募の方法:学 校推薦

◇応募の締切8月5日(火)

◇応募作品の構成 応募作品は

①プログラム ・リス ト

②出力結果(連 続用紙6

ページ以内)

③添付書類で構成する。

◇使用言語

FORTRAN,COBOL,

BAISC,ALGOL,PL/1,

PASCALの いずれか。

◇問合せ先 当協会普及課情報化

週間広報担当

編集後記

◇

先 ご ろ ビジ ネス ・シ ョウ とマ イ

コン ・シ ョ ウが,そ れ ぞ れ 晴 海 と大

森 で 同 じ時 期 に開 催 され ま した 。

コン ピュ ー タ リゼ ー シ ョンの 飛 躍

的 な 発 展 が 予 想 され る1980年 代 の

幕 明 け に ふ さわ しい 意 欲 的 な展 示

が 一 杯 で した が,中 で も晴 海 で は

日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ へ の新 規

メ ー カ の参 入 が 相 次 ぎ,い よい よ

本 格 的 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ

ン実 現 へ の道 に 向け ス タ ー トが 切

られ た 感 が あ ります 。 また 大 森 で

は マ イ コ ン各 社 の充 実 した ア プ リ

ケ ー シ ョ ンを含 め て,全 体 の レベ

ル が 揃 っ て急 上 昇 しつ つ あ る よ う

に見 うけ られ ます 。

◇

こ うした 中 で 本 号 で は 、 マ イ ク

ロ コ ン ピ ュー タ 産 業 の 現 状 と展 望

に つ い て,第 一線 を担 当 す る方 々

に話 し合 って 頂 き ま した 。 そ して

ソ フ トウエ ア ・ハ ウス 振 興 に 関 連

して,マ イ コ ン応 用 分 野 の 今 後 の

発 達 は 、一 に か か って 素 晴 ら しい

ア イ デ ィアを 生 み 出 す 人 材(才)の

育 成 確 保 に あ る とい う指 摘 が あ り

ま した が,そ うい う才 能 が 育 つ 土

壌造 りの重要さが,改 めて思い直

されるところです。

◇

みなさまもご存知のとお り今年

の秋の日本は,IFIP(情 報処

理国際連合)大 会,こ れに伴 う研

究討論会及び国際ディレクタ会議

など多数の関係者が世界各国か ら

集まり,正 に国際情報化フェステ

ィバルの状況を呈するものと予想

されます。こうした背景には,と

くにEC諸 国あた りが日本の情報

産業パ ワーに対し並々ならぬ関心

を抱き,そ の動向をは撮 しようと

しているといった事情があると思

います。昨年ある欧州人から 「日

本は、石油の次に大切なVLSI

を持 っているが,わ れわれは持っ

ていない」と言われましたが.今

度のような機会に彼等 が 何 を考

え,ど うしようとしているのか,

積極的に対応 してお互いが相手を

知 り合 うように努めた い も の で

す。(Y)

◇
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'80世 界 コンピ
ュー タ年 鑑

80年 代 情 報 化 の展 望 と課 題

UIPOε£(財)日本情報処理開発協会編

コンピュータ関連技術は急速 な発展 を続け ておt)tと くに3 .5世

代機 と呼 ばれる コン ピュ・一・タが発 表された70年 か らここ10年 間の展

開には 目をみはる ものがあ ります。 今では コンピュー タは社会の隅

々に まで影響 を及ぼ してお り,そ の技術 動向,利 用動向 はコン ピュ

ー タ関連業 界のみ な らず
,他 産業 において も,重 要 な意義 をもつ よ

うにな って います。 この飛躍的 な技術進 歩はLSI,VLSI等 の

マイ クロ ・エ レク トロニクス技術が,大 きな ささえ となってお り,

既 存の電気 ・機械製 品へ の応 用や新製品 の開 発 といった新 たな市場

を創 り出 してい ます。

今後 日本では半導体先進 国 として,海 外 に及ぼす影響 は ます ます

増大 し,加 えて,コ ンピュー タ本体の本格的 な輸出態勢に入 るなど

で,海 外市場 の動向や各国政府 ・民間企業の政策 を無視 出来 な くな

って います。

本書 では,80年 代 の幕開け として,70年 代の総括 と,80年 代の展

望 をテーマ に,世 界の動向 と日本 の位置付け を充実 した資料 ・統計

を駆使 して,分 析 し,わ か りやす く解 説 して います。

お申 込 み は全 国 書店 または コンピュー タ・エージ社 出版 部 まで。

レ定価6,500円 送 料240円 発 売 コンピュータ・エージ杜

>Bseq・422頁 箱入 瓢0。5認識 間 髪瓢 諜 嘉 蒜 ル30va

〈主 な 内 容 〉

第1部 総論

●70年 代の総括 と80年代 への展望●1979年 の足跡

第2部80年 代情報 化社会への課題

●新 しい コンピュー タ像 ● ミニ/マ イクロの展開

●新 しいオ フィス像 ●データベ ース社会← ●新 し

い通 信技術●ユーザーの対応 と期 待●情報 化社会

の光 と影

第3部 世 界の情報化 と情報産業

●ア メ リカの現状 と将来● イギ リスの現状 と将来

● フランスの現 状 と将来● ヨー ロッパ のその他の

諸国● アジア/オ セアニア諸国● カナ ダ/中 南米

/ア フ リカ諸 国● ソ連/東 欧圏諸 国

第4部 資料編

世 界の コンピュー タ設置状況/世 界の コン ピュー

タ生 産 ・輸出入/汎 用コン ピュー ター覧/ア メ リ

カの主な ソフ ト ・パ ッケージ/メ ー カー ・サ ービ

ス企 業一覧/コ ンピュータ産 業総合年表/他

'79コ ン ピ
ュー タ 白 書

レ定価4、200円 送 料240円

θB5判 ・432頁

超高密度化時代を迎えて

]ilPDEC(財)日 本情報処理開発協会編

本 書 の 特 色

1.わ が国情 報産 業界の最 高権威 であ るコンピュータ白書 委員会 が監修 した唯 一の コンピュータ総 合専門沓。

2.コ ンピュー タ産 業の動 向および政策 を網羅 し、政府 の政 策 から、企業側 のEDP対 策 と機種 開発現況 を解説

3.コ ンピュータの最適 アプリケー ションの具体例 を各業種 ご とに図解 を含 めてわか りやす く解説。

4.内 外の コ ンピュー タ関係の政府 資料及び関連機関 からの設置 利用状 況調査 ・統 計資料等 を完 全収録 。

主な内容

第1部 総 論

第2部 情報産業の動向

Oわ が国のコンピュータ産業と情報処理産業

Oわ が国および諸外国の情報通信事業

第3部 情報産業政策

Oわ が国および諸外国のコンビューnタ産業 と情報処理産業政策

Oわ が国のコンピュータ振興政策と利用促進の施策

第4部 コ ンピュータ利用 の現況

○わが国の コンピュー タ実働状況 とオ ンライ ン化調査

○わが国 お よび諸外国の コンピュータ設置状況

第5部 コン ピュー タ適 用業務の具体例(各 業種 別)1

第6部 デー タ保護対策実施状況調査(ア ンケー ト結 果)

第7部 資 料

第8部 コ ンピュー タ利用状況調査集計表

お 申込みは全国書店またはコ ンピュータ ・エージ社出版部 まで。

発売 コ ン ピ ュ ー タ ・エ ー ジ 社
〒100東 京都千代田区霞 が関3-2-5霞 が関 ビル30階
TELO3(581)5201(代)郵t更 振 替 東京4-67808
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効果 的 なソ フ トウ ェア開発技 法 コー ス

本 コー スは、 コ ー ス名 通 り効 果的 な ソフ トウ ェ ア開 発 技 法

(既 に確 立 され,評 価 され て い る)に つ いて 詳細 に解 説 す る もの

です 。

■受 旗 対 象

シ ス テム 分 析 者。 シニ ア ・プ ログ ラマ ま たは 同程 度 の 知 識

をお 持 ちで,新 しい技 法 に 戸惑 い を感 じる,各 種 技 法 を体 系

的 に理 解 し たい,プ ロ グ ラム 構 成 ・ドキ ュ メ ンテ ー シ ョンの

標 準 化 を模 索 して い る,自 社 に お い て各 種 技 法 の導 入 を考 え

て い る方 々。

■特 長

HIPOを は じめ とす る効 果 的 な ソ フ トウ ェア 開 発 技 法 の代

表 的 な もの を数種 選 び,そ れ ら を客観 的 な立 場 か ら解 説,検

討 し,貴 社 に最 も適 した技 法 の 選 択 に御 協 力 で きる もの で す。

●研 修 期 間55.7◆7(月)～7 .11(金)(5日 間)

55.10.27U】)～10.31(金)(5日 間)

n研 修 時 間9:30～16:30

●研 修 糾 各6万 円(含:教 材 費)

■研 修 内 容

1.動 機 と各 種 技 法(ソ フ トウェア・エンジ ニアtJン グ とは何 か.

歴 史的 背 景 か らそ の考 え方,そ の 中 で ソ フ トウ ェア 開 発 に

強 力 な武 器 と して注 目を集 め てい る各種 技法 を紹 介す る)

2.チ ーム ・オペ レーシ ョン(ソ フ トウェア開発プロジェク

トの失敗の原因は何 か,新 しいプロジェク ト・チーム編成
「チー フ ・プpグ ラマ制」,そ の他 のチーム編成の考え方 を

説明 し,そ のチームの運用法等について解説す る)

3.複 合設計(モ ジュール設計概 念か らプログラム計画 の目

標,モ ジュー ル相互 の接続,設 計のプロセ スな ど分 りやす

く説明す る)

4.HIPO(HIPOパ ッケージ とは何 か,HIPOに よる機能設計

と文書化の書 き方 と演習 を行 う)

5。 構造化プログラ ミングとプ ログラム ・ス タイル(構 造化

プログラミングとは何 か,新 しいフローチャー トスタイル

である 「SPチ ャー ト」 各貢語別の コーディング規約等,

実例 を示 しなが ら解説 する)

6.開 発管理(ソ フ トウェア開発 を効果的に遂行す るにはよ

く整備 された環境 が必要 である。 これを目標 として現在ま

でに開発 されている各種開発支援 ツール,テ ス ト用 ツール

等 を中心 に,そ の意義 と運用 につ いて解説 する)

7、 事例紹介

8.技 法の評価 とコス ト(ソ7ト ウェアの コス ト,特 に開発

維持 に関す る考え方 を解説 し,ま た各社の開発技法の実施

結 果 を解説評価す る)

マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ(A)・ コ 一口ズ

本講座 は,マ イクロ ・コ ンピュータの購成 と基本的機能か ら

始あて,ソ フ トウェア,ハ ー ドウェア全般 の解 説をお こな うと

ともに,シ ステム として設計す るため に必要なインターフェー

ス技術 を,演 習 をま じえて学 習で きるようにカ リキュラム を編

成 してい ます。マ イクロ ・コンピュー タに関心 を持 たれ る方 が

多数この講座 に参加 され,身 近 な装置の制御機能 の高度化 をお

こな うための技能 を習得 されることを切望 します。

●研修期間55.8.18(月)～8.29(金)計10日 間

■研 修 料10万 円(含:教 材費)

■教科内容

1.マ イクロ ・コンピュー タ概論

n.ア ー キテクチャ

!II.プ ログラ ミング

IV.イ ンターフェー ス

V.モ ニ タ ・プログラムの解読

Vl.実 習

W.マ イクロ ・コ ンピュー タ ・システム設計法

砿 マ イクロ ・コン ピュー タの応 用事例

D【.マ イクロ ・コンピュー タの今後の動向

■講師

宇都 宮公訓 筑波大学

斎 藤 正 志(株)ソ フィア ・システムズ

朴 容 震 漢陽大学

広 松 恒 彦(財)日 本情報処理 開発協会

第3回 管 理者 の ための ソ フ トウ ェア 開発 と維 持技 法 コース

ソフ トウェア開 発コス トの低 減,開 発者 と無関係 にメンテナ

ンスで きるようなプログラムの開発 など,現 在,情 報処理の分

野 に携わ る方々にとって解 決 しなければ ならない問題 は山積 し

てお ります。一方 でこうした要 請に呼応 して各種 の効果的 なソ

フ トウェアの開発技法 が提供 されてきました。 しか しながら,

こう した手法 を導入す るについては,手 法 についての正確 な理

解 に裏づ けられ た綿密 な計画性 と強力な実行力が必要 で,そ の

推進役 となる管理者の手腕 にまつ部分 は きわめて大 きく,ソ フ

トウェアにおける生産管理の成否の鍵 はここにあるといっても

過 言ではあ りません。

本講座 はこうした観点か ら,管 理者の方 々のために,ソ フ ト

ウェア開発管理手法 を事 例 をまヒえて解脱 しようとするものです。
●研修期間55.9.24(水)～9.26(金)計3日 間

■研修時間9:30～16:30ロ 研修糾4万 円(含:教 材 費)

●旗義 内容(予 定)

1.情 報処理の コス トと生良性(新 しい ソフ トウェア開発手

法の動機付,初 期 コス トと経 時コス ト,IPT,ICSの 評

価,仮 想化され たDPシ ステム,処 理,記 憶,通 信装置

の仮想化 とそのための言語について解説)

II.ソ フ トウェア開発の計量的管理(ソ フ トウェ.ア開発プロ

ジェク トにおけるコス トやスケジュールの計量的管理技

術の確立 を目指 して最近発表 されている各種 の計量モデ

ルや関連方法論 を紹介)

m.プ ログラム開発維持技法(ソ フ トウェアの高信頼化 をは

かるための各種 技法 を ソフ トウェア・エンジニア リング

的観点から系統的に解説)

N.事 例紹介

v.デ(ス ヵッシnン(講 師 の参加 を得 てフリーディスカ ッ

シ ョン)

■講 師(予 定)

宇都宮公園(筑 波大学),、江 口勝 己(丸善石油㈱),

土居範久(慶 応義塾大学),畜 村鉄太郎(㈱ 管理工学研究所)

1胴
情報処理研修センター
財団法人 日本情報処理開発協会

※講座案内ご請求,お 問い合わせば上記BC係 へ、

〒105

東 京都 港 区浜松町2-4-1

世 界貿易 セ ンター ピル7F

電話《)3(435)6506～7.6509～10
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JE㏄ は国産コンピュータを通じて

社会 に貢献しま尤

国産電 子計 算機 をレン タルす る

日本電子計算機株式会社
東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内3-4-1新 国 際 ピ ル5F

e1"100TELO3(216)3681(代 表)
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